
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

一
六
五

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

─
新
た
な
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
な
ら
び
に
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー�

重
視
と
資
本
コ
ス
ト
、
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
定
を
踏
ま
え
て

─

藤
　
　
川
　
　
信
　
　
夫

序
論
　
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
定
と
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

一
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
定
と
影
響

二�

．
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
お
け
る
課
題
と
展
望�

─
株
主
の
対
話
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
情
報
開
示
、
資
本
コ
ス
ト
な
ど
を
通
じ
た
企
業
価
値
向
上
─

論
　
説

（
三
〇
七
）



政
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五
十
六
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号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
六
六

三
．
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
制
度
設
計
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

四�

．
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
の
見
直
し
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
か
か
る
企
業
側
の
対
応
、�

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
な
ら
び
に
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
バ
ラ
ン
ス

五
．
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
と
取
締
役
派
遣
な
ら
び
に
株
主
の
権
利

六
．
Ｅ
Ｕ
第
二
次
株
主
権
指
令
、
議
決
権
助
言
会
社
規
制
な
ら
び
に
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
形
成

七�
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
定
案
公
表�

─A
pply�and�E

xplain

、
我
が
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
次
期
改
定
に
向
け
て
─

八
．
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
多
様
化
と
企
業
価
値
向
上
、
な
ら
び
に
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
よ
る
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス

ま
と
め
に
か
え
て

序
論
　
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
改
定
と
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略
を
支
え
る
ス
キ
ー
ム
と
し
て
二
〇
一
五
年
会
社
法
改
正
施
行
と
と
も
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
二
つ
の
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
近
時
相
次
い
で
改
定
が
図
ら
れ
た
。

金
融
庁
等
の
主
導
の
下
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
等
に
お
い
て
、
形
式
か
ら
実
質
化
に
向
け
て
改
訂

に
向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
二
〇
一
九
年
会
社
法
改
正
に
よ
り
、
社
外
取
締
役
の
義
務
付
け
な
ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
制
度
の

整
備
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
三
〇
八
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

一
六
七

企
業
側
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
つ
い
て
は
、
独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
等
の
対
応
が
進
ん
で
い
る
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
実
質
面
に
お
い
て
以
下
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
１
）

。
①
経
営
陣
と
投
資
家
と
の
間
で
、
資
本
コ
ス
ト
の
水
準
の
把
握
や
企
業
の
リ

タ
ー
ン
が
資
本
コ
ス
ト
を
上
回
っ
て
い
る
か
に
関
す
る
認
識
に
相
違
が
あ
り
、
か
か
る
要
因
等
を
背
景
に
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直

し
等
の
果
断
な
経
営
判
断
が
必
ず
し
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
②
企
業
の
手
元
資
金
に
つ
い
て
、
多
く
の
投
資
家
が
適
正
水
準
を
上

回
っ
て
い
る
と
認
識
し
、
設
備
投
資
、
研
究
開
発
投
資
、
人
材
投
資
等
に
十
分
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
③
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
に
関
し
、
指

名
委
員
会
の
設
置
等
は
進
ん
で
い
る
が
、
選
解
任
の
具
体
的
基
準
の
整
備
は
途
上
に
あ
り
、
後
継
者
計
画
も
取
締
役
会
に
よ
る
十
分
な
監

督
が
行
わ
れ
て
い
る
企
業
は
全
体
の
四
分
の
一
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
④
取
締
役
会
構
成
を
み
る
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
更
に
国
際
性
の
面

に
お
い
て
必
ず
し
も
多
様
性
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
⑤
政
策
保
有
株
式
に
つ
い
て
、
多
く
の
投
資
家
か
ら
企
業
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
な
い
リ
ス
ク
性
資
産
で
あ
り
、
資
本
管
理
上
非
効
率
で
は
な
い
か
等
の
指
摘
が
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
保
有
目
的
や
効
果
に
つ
い
て
の
検
証
が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
、
政
府
の

「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
二
〇
一
七
年
一
二
月
八
日
閣
議
決
定
）
に
沿
っ
て
提
言
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
八
年
六
月
「
投
資
家
と
企

業
の
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
対
話
Ｇ
Ｌ
）
策
定
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
が
行
わ
れ
た
（
２
）

。
ま
た
経
済
産
業
省
で
は

二
〇
一
八
年
九
月
改
定
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指
針
（
Ｃ
Ｇ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
３
））

を
打
ち
出
し
、

二
〇
一
八
年
一
二
月
金
融
庁
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
な
ど
非
財
務
情
報
に
関
し
、
ル
ー
ル
へ
の
形
式
的
な
対
応
に
と
ど
ま
ら
な
い
開
示
の
充
実
を
図
る

べ
く
企
業
が
経
営
目
線
で
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
等
、
経
営
成
績
等
の
分
析
、
リ
ス
ク
情
報
等
を
開
示
し
て
い
く
上
で
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
案
）
を
提
示
す
る
な
ど
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
め
ぐ
る
規
制
動
向
の
進
展
は
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
あ
る
。

（
三
〇
九
）
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六
八

本
稿
は
、
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
改
定
内
容
や
最
新
の
規
制
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
て
今
後
の
我
が
国
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

に
つ
い
て
敷
衍
し
、
そ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
向
け
た
一
定
の
私
見
を
提
示
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
４
）

。
二
つ
の

コ
ー
ド
の
内
容
は
多
岐
・
広
範
に
亘
り
、
以
下
で
は
主
と
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
取
締
役
会
、
資
本
コ
ス
ト
等
の
経
営
あ
る
い
は
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
等
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
定
と
影
響

１
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
定
に
お
け
る
規
律
の
明
確
化

二
〇
一
七
年
五
月
二
九
日
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
の
改
訂
版
が
公
表
さ
れ
、
形
式
か
ら
実
質
へ
の
深
化

を
目
的
と
し
、
機
関
投
資
家
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
見
え
る
化
を
進
め
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

改
訂
Ｓ
Ｓ
Ｃ
で
は
独
立
し
た
取
締
役
会
、
議
決
権
行
使
の
意
思
決
定
・
監
督
の
た
め
の
第
三
者
委
員
会
な
ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
整
備

が
求
め
ら
れ
、
独
立
社
外
取
締
役
の
活
用
や
第
三
者
委
員
会
の
構
成
が
課
題
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
利
益
相
反
管

理
方
針
策
定
な
ど
も
要
求
さ
れ
、
運
用
機
関
は
金
融
商
品
取
引
法
な
ど
に
基
づ
く
利
益
相
反
管
理
方
針
等
も
策
定
し
て
い
る
。
必
要
に
応

じ
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
有
益
な
場
合
も
あ
り
得
る
と
い
う
規
定
を
新
設
し
、
機
関
投
資
家
と
し
て
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規

制
、
法
人
関
係
情
報
規
制
、
フ
ェ
ア
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
上
の
問
題
も
考
慮
し
て
参
加
の
要
否
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
ろ

う
。取

締
役
会
な
ど
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
め
ぐ
っ
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
内
容
や
履
践
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、

（
三
一
〇
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

一
六
九

実
質
へ
深
化
に
向
け
て
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
一
体
化
が
進
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
日
本
版
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
、
趣
旨
に
賛
同
す
る

機
関
投
資
家
が
受
け
入
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
諸
原
則
で
、
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
法
規
範
で
は
な
い
が
、
主
要
な
機
関
投
資
家
は
受
け

入
れ
て
お
り
、
改
訂
に
よ
り
年
金
基
金
等
の
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
投
資
運
用
会
社
等
の
運
用
機
関
を
含
む
機
関
投
資
家
の
実
務
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
（
５
）

。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
対
象
と
な
る
機
関
投
資
家
に
は
資
産
保
有
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
と
資
産
運
用
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
が
含
ま
れ
る
と

さ
れ
、
機
関
投
資
家
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
る
議
決
権
行
使
助
言
会
社
等
に
対
し
て
も
Ｓ
Ｓ
Ｃ
が
当
て
は
ま
る
。
議
決
権
行
使
助
言
会
社

に
対
し
て
も
個
別
的
な
指
針
を
追
加
し
て
い
る
。

主
た
る
改
定
内
容
は
、
①
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
実
効
的
な
チ
ェ
ッ
ク
（
改
訂
Ｓ
Ｓ
Ｃ
コ
ー
ド
指
針
１−

３
、
１−

４
、
１−

５
）、
②

運
用
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
利
益
相
反
管
理
等
（
指
針
２−

２
、
２−

３
、
２−

４
、
７−

２
）、
③
パ
ッ
シ
ブ
運
用
に
お
け
る
対
話
等
（
指

針
４−

２
）、
④
議
決
権
行
使
結
果
の
公
表
の
充
実
（
個
別
開
示
）（
指
針
５−

３
）、
⑤
運
用
機
関
の
自
己
評
価
（
指
針
７−

４
）、
⑥
議
決
権

行
使
助
言
会
社
（
指
針
５−

５
）、
⑦
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
指
針
４−

４
）、
⑧
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
（
指
針
３−

３
）、
⑨
コ
ン
プ
ラ
イ
・

ア
ン
ド
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
推
奨
（
前
文
12
）
で
あ
る
。

２
．
改
訂
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
影
響

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
後
に
お
け
る
今
後
の
課
題
と
し
て
、
フ
ェ
ア
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
（
二
〇
一
八

年
四
月
１
日
施
行
）
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
、
議
決
権
の
個
別
開
示
が
機
関
投
資
家
の
行
動
や
組
織
に
与
え
る
影

響
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
自
己
評
価
と
活
用
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
行
動
や
組
織
に
与
え
る
影
響
と
機
関
投
資
家
に
よ
る

利
用
の
実
態
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
与
え
る
影
響
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
６
）

。

（
三
一
一
）
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一
七
〇

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
場
合
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
が
弱
い
面
は
否
定
し
が
た
く
、
米
国
に
お
い
て
従
前
Ｓ
Ｓ
Ｃ
導
入
に
消

極
的
で
あ
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
企
業
年
金
を
運
用
す
る
機
関
投
資
家
に
受
託
者
責
任
を
課
す
る
一
九
七
四
年
米
国
エ
リ
サ
法

（E
m
ployee�R

etirem
ent�Incom

e�S
ecurity�A

ct�

従
業
員
退
職
所
得
保
障
法
）
の
よ
う
に
、
規
律
す
べ
き
時
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
よ
っ
て
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
確
実
に
し
た
上
で
策
定
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
最
近
で
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
の

連
関
を
重
視
し
て
議
論
と
実
務
を
進
め
る
傾
向
が
窺
わ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７
）

。

二�

．
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
お
け
る
課
題
と
展
望�

─
株
主
の
対
話
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
情
報
開
示
、
資
本
コ
ス
ト
な
ど
を
通
じ
た
企
業
価
値
向
上
─

１
．
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
位
置
付
け

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｇ
Ｌ
）
は
、
機
関
投
資
家
と
企
業
と
の
対
話
に
お
い
て
重
点
的
に
議
論
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
事
項
を
取
り

纏
め
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
附
属
文
書
と
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
自
体
に
つ
い

てC
om
ply�or�E

xplain

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
各
原
則
を
実
施
す
る
場
合
（
各
原
則
が
求
め
る
開
示
も
含
む
）、
実
施
し

な
い
理
由
の
説
明
を
行
う
場
合
に
対
話
Ｇ
Ｌ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
８
）

。

２
．
改
訂
コ
ー
ド
の
内
容

⑴
　
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
判
断
お
よ
び
投
資
戦
略
・
財
務
管
理
の
方
針
─
資
本
コ
ス
ト
の
的
確
な
把
握
─

①
　
経
営
戦
略
や
経
営
計
画
の
策
定
・
公
表
（
原
則
５−

２
）

（
三
一
二
）
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チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
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・
コ
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ド
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定
後
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ロ
ー
バ
ル
企
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の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

一
七
一

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
等
の
果
断
な
経
営
判
断
と
方
針
の
明
確
化
を
求
め
る
。
改
訂
コ
ー
ド
で
は
経
営
戦
略
や
経
営
計
画
の

策
定
・
公
表
は
自
社
の
資
本
コ
ス
ト
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
、
資
本
コ
ス
ト
の
強
調
は
今
般
の
改

訂
に
お
け
る
顕
著
な
特
徴
を
形
成
し
て
い
る
。
資
本
コ
ス
ト
は
、
自
社
の
事
業
リ
ス
ク
な
ど
を
適
切
に
反
映
し
た
資
金
調
達
に
伴
う
コ
ス

ト
で
資
金
提
供
者
が
期
待
す
る
収
益
率
と
考
え
ら
れ
る
。
適
用
場
面
に
応
じ
株
主
資
本
コ
ス
ト
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
（
加
重
平
均
資
本
コ
ス
ト
）、

あ
る
い
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ
（C

apital�A
sset�P

ricing�M
odel�

資
本
資
産
評
価
モ
デ
ル
）、
配
当
割
引
モ
デ
ル
Ｄ
Ｄ
Ｍ
（D

ividend�D
iscount�M

odel

　

ゴ
ー
ド
ン
モ
デ
ル
）
が
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

②
　
投
資
戦
略
・
財
務
管
理
の
方
針
（
原
則
５−

２
）
─
資
本
政
策
の
基
本
的
な
方
針
、
経
営
資
源
の
配
分
等
─

⑵
　
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等

①
　
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
後
継
者
計
画
（
補
充
原
則
４−

３
③
、
補
充
原
則
４−

１
③
、
補
充
原
則
４−

10
①
）

②
　
経
営
陣
の
報
酬
決
定
（
補
充
原
則
４−
２
①
）

③
　
取
締
役
会
の
機
能
発
揮

取
締
役
会
の
構
成
の
多
様
性
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
国
際
性
の
面
を
含
む
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
、
多
様
性
と
適
正
規
模
を
両
立
す
る
形
で

取
締
役
会
を
構
成
す
る
こ
と
（
原
則
４−

11
）、
多
様
性
お
よ
び
規
模
に
関
す
る
考
え
方
を
定
め
て
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
補
充

原
則
４−

11
①
）。

④
　
独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
・
機
能
発
揮

改
訂
コ
ー
ド
で
は
①
独
立
社
外
取
締
役
を
少
な
く
と
も
２
名
以
上
選
任
す
べ
き
こ
と
（
原
則
４−

８
前
段
）
の
記
述
を
維
持
し
つ
つ
、
②

少
な
く
と
も
三
分
の
一
以
上
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
上
場
会
社
は
、
十
分
な
人
数
の
独
立
社
外
取
締
役

（
三
一
三
）
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を
選
任
す
べ
き
と
さ
れ
た
（
原
則
４−

８
後
段
）。

⑶
　
政
策
保
有
株
式

①
　
政
策
保
有
株
式
の
適
否
の
検
証
等
（
原
則
１−

４
）

②
　
政
策
保
有
株
主
と
の
関
係
（
補
充
原
則
１−

４
①
、
補
充
原
則
１−

４
②
）

⑷
　
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
取
組
み
、
開
示
と
利
益
相
反
の
管
理
（
原
則
２−

６
）

三
．
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
制
度
設
計
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

１
．
制
度
設
計
の
視
点
─
会
社
法
、
金
商
法
と
コ
ー
ド
の
在
り
方
─

私
見
を
交
え
つ
つ
改
訂
コ
ー
ド
の
制
度
設
計
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
大
規
模
公
開
会
社
の

規
律
付
け
に
関
し
て
は
中
小
零
細
企
業
も
対
象
に
含
む
会
社
法
（
ハ
ー
ド
ロ
ー
）
な
ら
び
に
取
引
法
と
し
て
の
金
融
商
品
取
引
法
が
存
在

す
る
の
み
で
（
９
）

、
公
開
会
社
法
制
を
持
た
な
い
我
が
国
の
場
合
、
そ
の
詳
細
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
委
ね
ざ
る

を
得
な
い
背
景
が
あ
る
。
上
場
規
則
と
し
て
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
一
定
程
度
備
え
て
い
る
が
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
規
律
付
け
も
限

界
も
あ
り
、
今
後
は
税
制
を
含
め
て
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
イ
ン
フ
ラ
面
の
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
。

２
．
制
度
設
計
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
要
諦

⑴
　
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
判
断
の
制
度
設
計
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

コ
ー
ド
の
実
質
化
の
観
点
か
ら
、
実
務
面
に
お
け
る
制
度
設
計
が
細
か
く
決
め
ら
れ
る
に
つ
れ
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度

（
三
一
四
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
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コ
ー
ド
改
定
後
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バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

一
七
三

の
本
来
有
す
る
柔
軟
性
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
四
つ
の
課
題
の
中
で
も
、
特
に
企
業
へ
の
影
響
が
大
き
い
「
経
営
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
経
営
判
断
」
と
「
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等
」
等
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
進
め
る
（
10
）

。

「
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
判
断
」
で
は
自
社
の
資
本
コ
ス
ト
の
的
確
な
把
握
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
企
業

が
資
金
調
達
す
る
場
合
の
コ
ス
ト
を
意
味
し
、
負
債
（
他
人
資
本
）
調
達
の
み
な
ら
ず
株
主
資
本
（
自
己
資
本
）
に
も
発
生
す
る
。
改
訂

コ
ー
ド
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
（W

eighted�A
verage�C

ost�of�C
apital�

加
重
平
均
資
本
コ
ス
ト
）
等
に
言
及
し
て
い
る
が
（
11
）

、

最
適
資
本
構
成
を
念
頭
に
置
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

負
債
コ
ス
ト
で
あ
る
金
利
は
毎
期
変
動
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
銀
行
側
の
与
信
評
価
、
あ
る
い
は
社
債
に
お
け
る
格
付
け
機
関

の
審
査
結
果
も
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
い
。
一
方
で
、
株
主
資
本
コ
ス
ト
（C

ost�of�C
apital

）
は
株
主
が
期
待
す
る
収
益
（E

xpected�

R
eturn

）
率
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
が
、
改
訂
版
で
は
規
定
と
し
て
の
明
示
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
株
主
コ
ス
ト
は
、
配
当
還
元
モ

デ
ル
や
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ
（C

apital�A
sset�P

ricing�M
odel�

資
本
資
産
評
価
モ
デ
ル
）
で
算
出
し
て
も
、
割
引
率
、
ベ
ー
タ
リ
ス
ク
な
ど
の
選
定
に

お
い
て
恣
意
性
が
入
り
込
み
や
す
い
こ
と
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
資
本
コ
ス
ト
の
開
示
や
説
明
を
す
る
と
し
て
も
企
業
側
が
苦
慮

す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
と
案
じ
ら
れ
る
。

実
際
上
は
、
中
期
経
営
計
画
の
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
投
資
採
算
や
投
資
回
収
年
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
予
想
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

あ
る
い
は
資
金
計
画
表
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
企
業
は
こ
の
前
提
で
整
合
性
を
も
っ
て
資
本
コ
ス
ト
を
算
定
、
さ
ら
に
は
説
明
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

資
本
コ
ス
ト
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
独
立
社
外
取
締
役
の
資
質
も
求
め
ら
れ
る
。
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
買
収
）
の
計
画
段
階
に
お
け
る

デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（D

ue�diligence�

詳
細
調
査
）
の
理
解
、
戦
略
決
定
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
関
し
て
企
業
経
営
の
経
験
値
の

（
三
一
五
）
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四

備
わ
っ
た
社
外
人
材
の
発
掘
が
重
要
と
な
ろ
う
。

「
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
判
断
」
で
は
、
企
業
に
対
し
て
果
断
な
経
営
判
断
と
そ
の
方
針
の
明
確
化
を
求
め
て
い
る
。
こ

の
実
行
に
は
、
企
業
が
積
極
的
に
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
っ
た
場
合
の
報
酬
面
な
ど
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
け
が
重
要
と
な
る
。
た

だ
し
、
コ
ー
ド
に
準
拠
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
導
入
し
た
と
て
も
実
際
上
は
な
か
な
か
損
金
算
入
さ
れ
に
く
い
と
い
う
税
制
面
の
制
約

が
あ
る
た
め
、
今
後
は
会
社
法
（
ハ
ー
ド
ロ
ー
）
の
規
律
付
け
と
し
て
の
制
度
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

他
方
で
、
積
極
的
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
多
大
の
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
法
令
・
定
款
に
違
反
し
な
い
と
し
て
も
次

の
段
階
と
し
て
善
管
注
意
義
務
、
任
務
懈
怠
、
あ
る
い
は
監
視
義
務
を
問
う
形
で
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
る
責
任
追
及
の
可
能
性
が
生
じ
る
。

取
締
役
会
の
監
督
と
執
行
を
分
離
し
、
社
外
取
締
役
な
ど
十
分
に
配
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
重
視
し
た
組
織
に
お
い
て
な
お
も
、

経
営
執
行
部
隊
に
お
け
る
戦
略
の
ミ
ス
に
対
す
る
監
督
責
任
の
追
及
が
個
々
の
取
締
役
に
対
し
て
は
実
際
に
は
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
背
景
に
あ
る
。
集
団
的
責
任
（group�thinking

）、
あ
る
い
は
経
営
判
断
原
則
（business�judgem

ent�rule

）
に
よ
る
壁
と
も
い
え
よ
う
。

リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
し
た
結
果
、
特
に
会
社
の
破
綻
に
繋
が
り
か
ね
な
い
よ
う
な
経
営
ミ
ス
を
招
来
し
た
場
合
は
、
刑
事
責
任
を
含
め
た
経

営
者
の
責
任
を
追
及
す
る
手
段
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
（
12
）

。

今
後
実
務
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
コ
ー
ド
の
中
に
落
と
し
込
む
に
当
た
り
、
英
国
の
二
〇
一
八
年
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
の
よ
う
に
（
原
則
Ｆ−

Ｉ
、
各
則
９−

16
ほ
か
）、
取
締
役
会
議
長
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、
さ
ら
に
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
（
13
）

が
一
般

株
主
の
利
益
代
表
と
し
て
株
主
と
の
対
話
の
窓
口
に
な
る
ほ
か
、
こ
の
取
締
役
会
議
長
に
対
す
る
監
督
・
評
価
を
行
う
責
任
を
明
確
化
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

英
国
の
二
〇
一
八
年
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
で
は
、
非
業
務
執
行
取
締
役
は
建
設
的
な
批
判
（constructive�

（
三
一
六
）
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一
七
五

challenge

）、
戦
略
的
な
指
導
（strategic�guidance

）
お
よ
び
専
門
的
な
助
言
を
行
い
、
経
営
陣
に
対
し
て
責
任
を
問
う
べ
き
と
す
る
。
ま

た
取
締
役
会
議
長
は
取
締
役
会
を
統
括
し
、
取
締
役
会
の
実
効
性
に
責
任
を
担
い
、
客
観
的
判
断
（objective�judgem

ent

）
と
寛
容
で
闊

達
な
企
業
文
化
（a�culture�of�openness�and�debate

）
を
推
進
し
、
各
取
締
役
に
正
確
且
つ
明
確
な
情
報
提
供
を
確
保
す
る
こ
と
（
原
則

Ｆ
）、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
分
離
す
べ
き
こ
と
（
各
則
９
）、
主
要
株
主
と
の
定
期
的
な
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
図
る
こ
と
（
各
則
３
）
な
ど
重
要
な
役

割
を
担
う
。
ま
たIndependent�N

on-E
xecutive�D

irectors

（
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
）
の
中
の
一
名
をS

enior�Independent�

D
irector

（
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
）
と
し
て
指
名
す
べ
き
と
し
、
他
の
取
締
役
と
株
主
の
仲
介
人
（an�interm

ediary�for�the�other�

directors�and�shareholders
）
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ
せ
る
。
こ
のS

enior�Independent�D
irector

の
主
導
に
よ
り
、
年
一
度
は
取

締
役
会
議
長
の
職
務
執
行
を
評
価
す
る
た
め
の
会
合
を
取
締
役
会
議
長
の
不
在
の
下
で
行
う
べ
き
と
す
る
（
各
則
12
）。

そ
の
場
合
、
独
立
社
外
取
締
役
に
対
す
る
社
内
外
の
情
報
が
集
ま
り
や
す
く
す
る
組
織
内
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
整
備
も
重
要
で
あ
り
、

単
に
内
部
監
査
部
の
充
実
や
監
査
委
員
会
、
外
部
監
査
人
と
の
連
携
（
三
様
監
査
）
を
深
め
れ
ば
解
決
で
き
る
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

次
に
経
営
の
失
敗
を
未
然
に
防
ぐ
べ
く
事
前
予
防
の
視
点
か
ら
、
重
要
な
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
買
収
）
の
詳
細
調
査
（D

ue�diligence�

デ
ュ
ー

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）
の
局
面
に
お
い
て
社
外
取
締
役
に
関
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
計
画
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
資
質
の
向

上
を
図
り
、
ま
た
必
要
な
情
報
を
付
与
す
る
べ
く
情
報
開
示
請
求
権
の
付
与
を
制
度
整
備
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
で
は
、
海
外
の
現
地
法
人
（overseas�affi

liated�com
pany

）
や
合
弁
企
業
（Joint�V

enture

）
な
ど
に
お
け
る
税
制
や
税
率
の
相
違
も

あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
内
部
統
制
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
整
備
と
併
せ
て
、
い
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
整
合
性
と
実
効
性
の
あ
る
組
織

設
計
を
行
う
か
が
中
期
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
に
お
い
て
も
重
要
に
な
ろ
う
。

取
締
役
会
の
多
様
化
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
と
も
に
国
際
性
の
文
言
が
改
定
コ
ー
ド
に
入
っ
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
行
う

（
三
一
七
）
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企
業
で
は
外
国
人
の
社
外
取
締
役
あ
る
い
は
国
際
経
験
の
豊
富
な
人
材
の
選
任
が
求
め
ら
れ
、
社
外
役
員
の
人
材
不
足
の
露
呈
が
女
性
の

経
営
経
験
者
の
み
な
ら
ず
、
深
刻
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑵
　
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
・
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
等
の
制
度
設
計
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
解
任
に
お
い
て
は
、
任
意
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
導
入
が
事
実
上
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
監
査
等
委
員
会
設
置

会
社
を
導
入
し
た
企
業
で
は
、
指
名
権
や
報
酬
権
限
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
剥
奪
さ
れ
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
持
つ
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
く

な
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。
ま
た
任
意
の
委
員
会
で
あ
れ
ば
、
米
国
型
の
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
と
異
な
り
、
最
終
的
に
は
取
締
役
会
で
新

任
役
員
の
指
名
議
案
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
取
締
役
会
規
定
な
ど
に
お
い
て
任
意
の
指
名
委
員
会
で
決
定
し
た
事
項
を
い
か
に

尊
重
す
る
の
か
を
書
き
込
ん
で
担
保
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

３
．
更
な
る
実
効
性
確
保
に
向
け
て
─
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
独
立
役
員
の
機
能
─

⑴
　
会
社
法
規
律
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
齟
齬

特
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
お
け
る
果
断
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
促
す
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
「
損
失
の
危
険
の
管
理
」（
会
社
法
上
の
内
部
統

制
シ
ス
テ
ム
）
の
記
載
に
不
調
和
感
を
禁
じ
得
な
い
。

⑵
　
独
立
社
外
取
締
役
の
機
能
、
役
割
と
責
任
の
不
明
確
さ

戦
略
・
経
営
計
画
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
経
営
陣
を
指
名
す
る
目
利
き
な
の
か
、
求
め
ら
れ
る
専
門
性
は
な
に
か
、
大
学
教
員
や
弁

護
士
な
ど
の
独
立
役
員
に
次
期
社
長
選
定
の
判
断
が
ど
こ
ま
で
可
能
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
（
大
杉
謙
一
教
授
（
14
））。

経
験
や
実
績
の
あ
る

異
分
野
の
社
外
人
材
を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
常
勤
）
に
招
聘
す
る
こ
と
と
は
別
異
の
要
因
と
な
ろ
う
。

株
主
と
の
対
話
に
お
い
て
、
そ
の
相
手
は
経
営
陣
な
の
か
、
独
立
社
外
取
締
役
か
（
15
）

、
独
立
社
外
取
締
役
を
株
主
の
利
益
代
表
と
す
れ
ば

（
三
一
八
）
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根
本
的
に
矛
盾
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
神
田
秀
樹
教
授
（
16
））。

ま
た
株
主
に
お
け
る
短
期
主
義
の
弊
害
が
唱
え
ら
れ
る
中
、
長
期
的
企

業
価
値
向
上
を
目
指
す
根
拠
も
ど
こ
に
存
在
す
る
の
か
、
企
業
文
化
、
風
土
な
ど
の
相
違
す
る
我
が
国
で
は
比
較
的
容
易
に
中
長
期
的
視

点
を
経
営
陣
は
取
っ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
た
め
、
疑
問
と
な
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
社
外
取
締
役
は
、
取
締
役
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機
能
を
担
う
と
す
れ
ば
、
最
終
の
防
衛
線
に
は
通
常
議
論

が
さ
れ
る
よ
う
な
内
部
監
査
で
は
な
く
、
取
締
役
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機
能
を
配
す
る
と
い
う
最
近
の
米
国
研
究
者
か
ら
提
示

さ
れ
た
考
え
方
（
17
）

に
親
和
す
る
と
言
え
よ
う
か
。
社
外
取
締
役
は
Ｃ
Ｒ
Ｏ
と
し
て
の
監
督
機
能
を
有
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
経
営
陣
の
代
表

で
な
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
代
表
と
し
て
株
主
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
す
る
こ
と
の
意
味
合
い
が
整
合
し
よ
う
。

４
．
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
任
意
の
諮
問
委
員
会
活
用
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

⑴
　
任
意
の
諮
問
委
員
会
の
活
用
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

我
が
国
の
改
定
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
い
て
強
化
さ
れ
る
任
意
の
諮
問
委
員
会
に
関
す
る
規
律
付
け
に
つ
い
て
、

私
見
を
交
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

改
定
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は
任
意
か
つ
独
立
し
た
諮
問
委
員
会
の
活
用
に
つ
い
て
、
会
社
法
上
指
名
委
員
会
と
報
酬
委
員
会
の
設
置
が
強
制
さ
れ

る
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
以
外
の
監
査
役
会
設
置
会
社
ま
た
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
っ
て
、
独
立
社
外
取
締
役
が
取
締
役
会

の
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
独
立
社
外
取
締
役
を
主
要
な
構
成
員
と
す
る
任
意
か
つ
独
立
し
た
指
名
委
員
会
・
報
酬
委
員
会

な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立
社
外
取
締
役
の
適
切
な
関
与
・
助
言
を
得
る
べ
き
と
さ
れ
（
補
充
原
則
４−

10
①
）、
改
定
前
は
諮

問
委
員
会
の
設
置
は
方
法
論
の
例
示
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
改
訂
に
よ
り
諮
問
委
員
会
の
設
置
と
い
う
方
法
を
と
る
べ
き
こ
と
が

明
確
化
さ
れ
て
い
る
。

（
三
一
九
）
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当
該
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
取
締
役
候
補
者
の
指
名
、
取
締
役
の
報
酬
決
定
等
の
会
社
と
取
締
役
と
の
利
益
相
反
が
生
じ
得
る
局
面

で
は
、
取
締
役
会
判
断
の
独
立
性
・
客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
に
独
立
社
外
取
締
役
の
積
極
的
関
与
を
可
能
と
す
る
工
夫
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
18
）

。

議
決
権
行
使
局
面
に
お
い
て
発
生
す
る
顧
客
・
受
益
と
運
用
機
関
・
グ
ル
ー
プ
会
社
の
利
益
相
反
に
関
し
て
、
そ
の
判
断
の
独
立
性
・

客
観
性
を
確
保
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｃ
（
指
針
２−

３
）
と
も
主
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
（
19
）。

Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
は
諮
問
委
員
会
の
構
成
員
に
つ
い
て
、
独
立
社
外
取
締
役
を
主
要
な
構
成
員
と
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
、
人
数
・
構
成

割
合
な
ど
は
記
載
さ
れ
な
い
が
、
取
締
役
会
の
判
断
の
独
立
性
・
客
観
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
は
当
然
独
立
社
外
取
締
役
が
諮
問
委
員
会

の
過
半
数
を
占
め
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
社
外
取
締
役
が
不
在
の
諮
問
委
員
会
設
置
も
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
内
容
を
コ
ン
プ
ラ
イ

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
（
補
充
原
則
４−
10
①
）、
二
〇
一
七
年
版
の
経
産
省
Ｃ
Ｇ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
社
外
監
査
役
、
社
外
有

識
者
を
含
む
社
外
者
が
少
な
く
と
も
過
半
数
、
ま
た
は
社
内
者
・
社
外
者
が
同
数
で
あ
っ
て
委
員
長
が
社
外
者
で
あ
る
こ
と
が
提
示
さ
れ

て
い
る
（
20
）

。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
改
定
Ｃ
Ｇ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
一
層
の
細
分
化
を
図
り
、
委
員
会
の
諮
問
対
象
者
（
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
そ
れ
以
外

の
経
営
陣
、
社
外
取
締
役
）、
諮
問
事
項
（
指
名
（
新
任
・
再
任
・
解
任
）、
報
酬
）
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
望
ま
し
い
委
員
会
の
構
成
や
運

営
の
在
り
方
も
一
様
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
、
①
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
陣
の
指
名
や
報
酬
決
定
に
つ
い
て
は
社
内
事
情
に

精
通
し
て
い
る
社
内
者
が
委
員
に
加
わ
る
こ
と
に
は
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
②
監
督
者
で
あ
る
社
外
取
締
役
の
指
名
や
報

酬
決
定
に
つ
い
て
は
、
経
営
陣
か
ら
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
社
外
取
締
役
が
主
導
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
委
員
会
の
過
半
数
を
社

外
取
締
役
と
し
、
か
つ
委
員
長
も
社
外
取
締
役
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
更
に
は
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
陣
の
指
名
・
報
酬
決
定

（
三
二
〇
）
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と
は
プ
ロ
セ
ス
を
分
け
、
社
外
取
締
役
の
み
で
委
員
会
を
構
成
す
べ
き
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
る
。
③
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
指
名
に
関
す
る
事

項
と
し
て
、
後
継
者
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
社
内
の
情
報
・
事
情
を
熟
知
し
て
い
る
現
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
指
名
委
員
会
に
お
け

る
議
論
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
役
割
も
含
め
、
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
反
面
、
指
名
委
員
会
に
お
い
て
社

長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
再
任
や
解
任
の
適
否
を
判
断
す
る
場
合
は
、
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
自
身
は
直
接
的
な
利
害
関
係
を
有
し
、
議
論
に
関
与
す
る
こ

と
は
基
本
的
に
望
ま
し
く
な
い
。
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
指
名
委
員
会
の
委
員
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
該
当
者
不
在
の
場
で
議
論
で
き
る
工

夫
が
必
要
に
な
る
。

⑵�

　
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
と
任
意
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
に
か
か
る
意
見
陳
述
権�

─
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
の
役
割
・
機
能
の
変
容
─

任
意
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
に
関
し
て
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
と
の
関
係
で
意
見
陳
述
権
が
問
題
と
な
る
。
監
査
等
委
員
会
設
置

会
社
の
場
合
、
監
査
等
委
員
会
の
選
定
す
る
監
査
等
委
員
は
監
査
等
委
員
以
外
の
取
締
役
の
指
名
と
報
酬
に
関
し
て
会
社
法
上
の
意
見
陳

述
権
を
有
し
て
お
り
、
意
見
陳
述
権
と
任
意
の
指
名
委
員
会
・
報
酬
委
員
会
の
答
申
内
容
、
取
締
役
会
の
決
定
権
限
の
関
係
に
つ
い
て
実

務
面
の
整
理
を
図
ら
れ
て
い
る
（
21
）

。

⑶
　
諮
問
委
員
会
に
つ
い
て
役
割
・
機
能
面
の
変
容
と
意
見
陳
述
権

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
以
外
の
形
態
に
お
い
て
、
任
意
の
諮
問
委
員
会
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
構
築
が
進
む
と
元
来
が
指
名
委
員

会
等
設
置
会
社
の
よ
う
な
法
定
さ
れ
た
指
名
・
報
酬
委
員
会
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
補
完
機
能
と
し
て
の
役
割
を
担
う
べ
き
諮
問
委
員
会

に
つ
い
て
、
役
割
・
機
能
面
の
変
容
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
兼
任
状
況
に
つ
い
て
は
、
後
継
者
計
画
・
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
審

議
な
ど
任
意
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
機
能
の
実
効
的
な
発
揮
に
向
け
て
審
議
事
項
、
開
催
回
数
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
随
時

（
三
二
一
）
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見
直
し
を
図
る
こ
と
に
な
る
（
22
）

。

任
意
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
が
独
立
社
外
取
締
役
を
主
要
構
成
員
と
し
、
指
名
・
報
酬
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
独
立
性
と
客
観
性
を
確
保

す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
監
査
等
委
員
会
は
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
実
効
性
に
つ
い
て
審
査
し
、

指
名
・
報
酬
の
内
容
面
の
実
質
的
な
検
討
は
任
意
委
員
会
に
委
ね
る
こ
と
に
も
合
理
性
が
あ
る
。
任
意
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
に
お
い
て

諮
問
事
項
に
対
応
し
た
適
切
な
審
議
事
項
が
設
定
さ
れ
、
十
分
な
情
報
提
供
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
合
理
的
な
審
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、

取
締
役
会
に
お
い
て
任
意
委
員
会
の
答
申
等
を
尊
重
す
る
決
定
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
場
合
、
監
査
等
委
員
会
と
し
て
は
内
容
面
の

妥
当
性
監
査
を
行
わ
ず
、
指
摘
事
項
が
存
在
し
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
る
。
逆
に
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
重
要
な
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
業
務
監

査
等
を
通
じ
て
得
た
情
報
に
照
ら
し
て
、
内
容
面
の
妥
当
性
に
踏
み
込
み
、
意
見
陳
述
権
行
使
の
要
否
を
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
23
）

。

監
査
等
委
員
会
の
指
名
・
報
酬
に
関
す
る
意
見
陳
述
権
に
つ
い
て
、
実
質
的
に
法
廷
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
と
同
等
の
機
能
を
果
た
す

こ
と
を
期
待
す
る
見
解
（
24
）

に
対
し
て
は
、
任
意
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
を
活
用
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
下
で
は
任
意
の
委
員
会
の
実
効
性
を

補
完
的
に
支
え
る
権
限
と
し
て
位
置
付
け
る
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
25
）

。

⑷
　
諮
問
型
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
委
員
と
監
査
等
委
員
会
委
員
に
関
す
る
私
見

①
諮
問
型
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
業
務
に
対
し
て
も
監
査
等
を
行
う
こ
と
が
そ
の
監
査
等
委
員
会
の
職
務
内
容
に
入
る
と
す
れ
ば
、

指
名
・
報
酬
委
員
会
委
員
と
監
査
等
委
員
会
委
員
と
は
利
益
相
反
関
係
に
あ
る
と
も
い
え
、
基
本
的
に
は
兼
任
は
避
け
る
方
が
望
ま
し
い

の
で
は
な
い
か
（
以
下
、
私
見
）。
も
っ
と
も
監
査
等
を
行
う
た
め
に
は
関
連
情
報
の
知
悉
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
社
外
取
締
役
に
お
い
て

は
情
報
不
足
に
陥
り
や
す
い
た
め
、
内
部
取
締
役
の
監
査
等
委
員
を
置
き
、
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
委
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
場
合
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
常
時
出
席
で
も
一
定
の
機
能
は
果
た
せ
よ
う
か
。
監
査
等
委
員
会
の
構
成
と
し
て
、
社
内

（
三
二
二
）
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一
八
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取
締
役
な
ら
び
に
社
外
取
締
役
の
双
方
の
参
加
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
会
社
法
上
の
ス
キ
ー
ム
の
実
務
上
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
い
え
よ

う
。②

ま
た
監
査
等
委
員
全
員
が
社
外
取
締
役
で
あ
る
場
合
、
法
的
に
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
活
用
で
き
、
補
助
者
を
要
し
な
い
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
監
査
等
委
員
会
室
な
ど
の
実
務
担
当
を
配
下
に
設
置
し
、
情
報
収
取
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
ろ
う
。
三
名

の
う
ち
、
一
名
以
上
は
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
兼
任
と
な
る
こ
と
の
必
要
性
も
生
じ
得
る
。

③
も
っ
と
も
監
査
等
委
員
三
名
全
員
が
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
兼
任
と
な
れ
ば
、
三
名
が
全
員
社
外
出
身
で
あ
れ
、
内
部
者
が
含
ま
れ

て
い
る
に
せ
よ
、
両
委
員
会
の
決
定
内
容
等
を
改
め
て
監
査
等
の
対
象
に
す
る
こ
と
に
は
や
や
違
和
感
を
禁
じ
得
な
い
。

④
諮
問
委
員
会
で
あ
る
指
名
・
報
酬
委
員
会
、
法
的
な
監
査
等
委
員
会
の
三
委
員
会
に
お
い
て
、
各
委
員
の
重
複
が
著
し
い
場
合
、
例

え
ば
三
委
員
会
と
も
に
全
く
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
場
合
、
全
員
が
社
外
者
で
あ
っ
て
も
馴
れ
合
い
に
堕
す
る
懸
念
は
捨
て
き
れ
ず
、
か

か
る
場
合
は
最
終
的
に
取
締
役
会
自
体
に
よ
る
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
担
保
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
取
締
役
会
の
構

成
に
つ
い
て
過
半
数
を
社
外
独
立
取
締
役
と
し
、
監
査
等
委
員
会
以
外
の
社
外
者
も
任
用
す
る
こ
と
、
内
部
取
締
役
に
も
監
視
・
監
督

（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
リ
ス
ク
委
員
会
、
財
務
な
ど
）
の
担
当
者
を
配
す
る
と
い
っ
た
工
夫
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
現
状
で
も
社

外
の
適
任
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
中
で
、
一
層
の
社
外
取
締
役
を
発
掘
す
る
と
い
う
ネ
ッ
ク
が
存
在
す
る
。

⑤
形
式
面
か
ら
任
意
・
諮
問
型
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
が
独
立
社
外
取
締
役
を
主
要
構
成
員
と
し
、
指
名
・
報
酬
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の

独
立
性
と
客
観
性
を
確
保
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
推
定
が
働
く
場
合
は
、
プ
ロ
セ
ス
監
査
が
主
と
な
り
、
監

査
等
委
員
は
全
員
が
社
外
者
で
あ
っ
て
も
機
能
す
る
と
い
え
よ
う
が
、
指
名
・
報
酬
委
員
会
が
独
立
社
外
取
締
役
の
審
議
・
決
定
内
容
に

対
す
る
歯
止
め
が
効
か
な
い
懸
念
は
残
る
。
指
名
・
報
酬
委
員
会
委
員
で
あ
る
独
立
社
外
取
締
役
自
体
の
選
任
に
お
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
機

（
三
二
三
）
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能
を
残
す
べ
く
、
監
査
等
委
員
か
ら
兼
任
者
を
出
す
意
義
は
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
社

外
取
締
役
が
監
査
等
委
員
と
な
っ
て
兼
任
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。

⑥
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
重
要
な
問
題
が
あ
る
場
合
、
監
査
等
委
員
会
は
妥
当
性
の
審
査
も
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に

お
い
て
は
意
思
決
定
な
ど
迅
速
化
が
求
め
ら
れ
、
会
社
法
上
の
意
見
陳
述
権
を
毎
回
行
使
す
る
こ
と
に
よ
る
時
間
面
、
手
続
面
の
ロ
ス
を

考
え
れ
ば
、
実
際
上
は
酬
委
員
会
の
構
成
を
変
更
す
る
こ
と
の
方
が
望
ま
し
い
と
も
思
料
す
る
。
ま
た
か
か
る
場
合
こ
そ
平
時
か
ら
の
態

勢
整
備
と
し
て
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
依
拠
す
る
の
み
な
ら
ず
、
監
査
等
委
員
会
室
の
ス
タ
ッ
フ
整
備
、
内
部
者
の
監
査
等
委
員
を
置

い
て
連
携
を
図
る
と
い
っ
た
対
応
が
重
要
に
な
る
。
な
お
監
査
役
会
設
置
会
社
で
は
、
そ
も
そ
も
妥
当
性
監
査
が
で
き
な
い
と
い
う
考
え

方
に
立
て
ば
、
か
か
る
問
題
点
で
は
取
締
役
会
の
監
視
機
能
頼
み
と
な
る
が
、
妥
当
性
監
査
が
可
能
と
し
て
も
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
利

活
用
は
法
制
度
上
で
き
ず
、
監
査
役
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
整
備
が
一
層
重
要
に
な
る
。
何
れ
に
し
て
も
監
査
役
会
設
置
会
社
で
は
監
査
等
委

員
会
の
よ
う
な
指
名
・
報
酬
に
か
か
る
意
見
陳
述
権
は
な
い
。
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
い
て
は
法
定
委
員
会
の
権
限
行
使
に
関
し

て
は
、
監
査
委
員
会
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
利
活
用
し
て
補
助
ス
タ
ッ
フ
な
く
妥
当
性
監
査
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
情
報
不
足
な
ど

に
関
し
て
は
内
部
監
査
部
を
事
実
上
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
配
す
る
こ
と
で
監
査
機
能
の
十
全
を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
会
社
法

上
の
規
定
が
な
い
内
部
監
査
部
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
⒜
監
査
役
会
、
監
査
委
員
会
あ
る
い
は
監
査
等
委
員
会
の
下
部
ス
タ
ッ
フ
す

る
こ
と
、
⒝
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
代
表
取
締
役
の
直
属
機
関
と
す
る
こ
と
、
⒞
取
締
役
会
の
直
属
と
す
る
こ
と
な
ど
の
類
型
が
考
え
ら
れ
る
。
⒜
で

は
業
務
監
査
機
能
の
強
化
、
就
中
法
定
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
を
有
し
て
い
な
い
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
お

け
る
機
能
強
化
に
資
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
⒝
で
は
意
思
決
定
の
迅
速
化
が
重
要
な
業
態
・
業
界
で
は
有
用
に
な
ろ
う
。
半
面
で
、
内

部
監
査
長
や
ス
タ
ッ
フ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
経
営
陣
か
ら
の
独
立
性
確
保
が
課
題
と
な
る
。
⒞
で
は
取
締
役
会
構
成
が
独
立
社
外
取
締
役
主
体
で

（
三
二
四
）
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内
部
者
が
少
数
と
い
っ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
利
い
た
形
態
に
お
い
て
有
用
性
を
発
揮
し
よ
う
か
。
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
意
見
陳
述
権

の
関
係
で
は
、
⒜
の
よ
う
に
監
査
等
委
員
会
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
内
部
監
査
部
を
配
置
す
る
こ
と
で
一
層
有
効
性
が
高
ま
ろ
う
。
上

記
の
通
り
、
内
部
監
査
部
と
の
連
携
を
活
用
し
て
任
意
の
委
員
会
の
構
成
や
内
実
に
応
じ
、
監
査
等
委
員
会
な
ど
の
監
視
機
能
強
化
を
図

る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

⑦
社
外
者
も
長
期
の
任
用
と
な
れ
ば
指
名
・
報
酬
委
員
会
の
次
期
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
定
な
ど
に
お
い
て
内
部
情
報
に
は
詳
し
く
な
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
事
実
上
は
内
部
取
締
役
化
し
て
苦
言
を
呈
す
る
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
、
形
式
面
で
指
名
・
報

酬
委
員
会
が
社
外
取
締
役
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
を
持
っ
て
妥
当
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
社
外
者
に

お
け
る
五
年
程
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
必
須
と
な
ろ
う
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
確
保
の
視
点
か
ら
、
改
め
て
独
立
社
外
取
締
役
の
独

立
性
を
い
か
に
実
質
面
で
担
保
す
る
か
と
い
う
本
来
的
テ
ー
マ
の
重
要
さ
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
取
締
役
会
機
能
に
お
い
て
意
思
決
定
重
視
の
場
合
、
独
立
社
外
取
締
役
で
な
く
、
社
内
事
情
に
熟
知
し
た
社
内
者
で
あ
る
非
業

務
執
行
取
締
役
が
取
締
役
会
議
長
と
な
る
こ
と
の
利
点
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
26
）

。
こ
の
場
合
、
独
立
社
外
取
締
役
に
関
す
る
常

時
の
情
報
提
供
体
制
に
つ
い
て
、
上
記
に
比
し
て
社
内
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
面
が
あ
ろ
う
が
、
⒜
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
お
よ
び
独
立

社
外
取
締
役
の
み
に
よ
る
会
議
の
開
催
、
取
締
役
会
議
長
に
対
す
る
独
立
社
外
取
締
役
の
業
績
評
価
の
態
勢
整
備
が
意
味
合
い
を
有
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
（
私
見
）。
改
定
さ
れ
た
英
国
コ
ー
ド
に
も
記
載
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
⒝
ま
た
英
国
の
公
開
企
業
の
よ
う
に
、
経
営

陣
に
お
い
て
会
社
秘
書
役
（C

om
pany�S

ecretary

）
類
似
の
職
制
を
設
定
し
、
業
務
執
行
部
門
と
非
業
務
執
行
部
門
の
双
方
の
情
報
提
供

な
ど
を
速
や
か
に
進
め
る
機
能
が
実
効
性
を
発
揮
す
る
局
面
と
も
い
え
よ
う
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
対
応
を
一
元
的
に
統
括
す

る
部
署
・
担
当
者
を
配
置
し
、
対
外
的
な
一
元
的
窓
口
を
設
置
す
る
と
共
に
、
株
主
等
と
の
意
思
あ
る
対
話
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
を
担

（
三
二
五
）
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四

う
こ
と
、
統
合
的
戦
略
を
踏
ま
え
た
情
報
提
供
の
主
体
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（
27
）

。

四�
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
の
見
直
し
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
か
か
る
企
業
側
の
対
応
、�

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
な
ら
び
に
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
バ
ラ
ン
ス

１�

．「
実
効
性
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
改
革
に
関
す
る
意
見
」（
関
経
連
）�

─
Ｒ
Ｏ
Ｅ
重
視
か
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
か
の
指
標
選
択
─

以
下
で
は
、
内
外
の
最
新
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
の
見
直
し
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
か
か
る
企
業
側

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
更
に
多
面
的
に
考
察
を
進
め
た
い
。
二
〇
一
九
年
会
社
法
改
正
（
予
定
）
に
お
け
る
社
外
取
締
役
の
義
務
付
け
等

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

公
益
社
団
法
人
関
西
経
済
連
合
会
の
ま
と
め
た
二
〇
一
八
年
四
月
一
七
日
「
実
効
性
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
改
革
に
関

す
る
意
見
」
の
内
容
を
掲
げ
て
お
き
た
い
（
28
）

。
会
社
法
改
正
や
コ
ー
ド
の
改
定
に
対
し
て
経
済
界
側
の
反
応
を
示
す
も
の
と
し
て
傾
聴
で
き

る
も
の
が
あ
る
。

①
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
は
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
則
っ
た
建
設
的
な
対
話
を
促
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
企
業
統
治
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
個
別
企
業
ご
と
に
柔
軟
な
制
度
設
計
と
す
べ
き
で
あ
る
。

②
四
半
期
開
示
の
義
務
付
け
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
短
期
的
利
益
志
向
を
助
長
し
、
開
示
内
容
も
形
式
的
な
も
の
と
な
る
。
取
締
役

の
構
成
に
つ
い
て
各
社
の
事
情
に
応
じ
た
制
度
に
す
べ
き
で
あ
る
。
政
策
保
有
株
式
等
に
つ
い
て
柔
軟
な
制
度
設
計
と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
三
二
六
）
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議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
規
制
に
つ
い
て
本
格
的
な
議
論
を
開
始
す
べ
き
で
あ
る
。
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
発
信
情
報
に
対
す
る
透
明

性
の
確
保
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
経
営
指
標
と
し
て
期
的
利
益
志
向
、
株
主
利
益
重
視
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
を
過
度
に
重
視
す
べ
き
で
は
な
く
、

Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
な
ど
に
よ
り
企
業
の
成
長
性
、
果
た
し
て
い
る
役
割
は
、
よ
り
多
面
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

私
見
と
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
株
主
資
本
利
益
率
）、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
（
投
下
資
本
利
益
率
）
の
指
標
選
択
は
、
議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
神
学
論
争
の
呈

を
な
す
が
、
経
営
者
の
経
営
能
力
を
図
る
場
合
、
機
関
投
資
家
目
線
か
、
長
期
的
企
業
価
値
か
の
優
先
度
合
い
に
も
な
る
。
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
総

資
産
利
益
率
）
も
同
様
で
あ
り
、
経
営
者
と
し
て
は
借
入
利
子
率
と
比
較
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｅ
が
上
回
る
な
ど
、
借
入
金
・
社
債
を
金
融
資
本
市

場
・
経
済
局
面
に
よ
っ
て
は
優
先
的
に
導
入
し
、
総
資
産
と
し
て
の
効
率
ア
ッ
プ
を
選
択
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
強
化
し
て
中
長
期
的
な
目
線
へ
機
関
投
資
家
を
誘
導
し
よ
う
と
し
て
も
、
機
関
投
資
家
の
場
合
、
国
民
な
ど
か
ら
資
金
を
受

託
し
、
受
託
者
責
任
を
担
う
限
り
、
最
終
的
受
託
者
の
国
民
自
身
の
視
点
が
短
期
主
義
か
ら
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
い
限
り
、

機
関
投
資
家
が
Ｒ
Ｏ
Ｅ
に
固
執
す
る
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
、
必
然
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
場
合
経
営
者
は
、
直
接
金
融
市
場
に
お

い
て
資
金
調
達
時
に
は
高
い
Ｒ
Ｏ
Ｅ
の
実
績
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
に
し
て
も
あ
く
ま
で
経
営
者
の
視
点
で
の
投
下
資
本
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
に
対
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
経
営
の
効
率
性

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
機
関
投
資
家
な
ど
は
配
当
や
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
重
視
す
る
と
い
う
上
記
の
根
本
的
な
視
座
が
変
化
し
な
い
限

り
、
議
論
は
か
み
合
わ
な
い
様
相
を
呈
す
る
。

反
面
、
徐
々
に
長
期
的
展
望
が
ア
ナ
リ
ス
ト
か
ら
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
年
金
基
金
の
よ
う
に
長
期
的
視
点

を
採
り
う
る
機
関
投
資
家
は
別
と
し
て
、
他
の
機
関
投
資
家
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
締
め
付
け
が
強
ま
っ
て
も
Ｒ
Ｏ
Ｅ
重
視
の
傾
向
は
急

に
は
変
化
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
意
識
改
革
は
一
朝
一
夕
に
進
ま
ず
、
こ
う
し
た
議
論
の
積
み
重
ね
の
延
長
上
に
拓
け

（
三
二
七
）
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る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

２�
．
Ａ
Ｃ
Ｇ
Ａ
のC

G
�W
atch2018�

─
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
概
念
整
理
と
社
長
決
裁
規
定
も
踏
ま
え
て
─

Ａ
Ｃ
Ｇ
Ａ
（A

sian�C
orporate�G

overnance�A
ssociation

）
のC
G
�W
atch2018 （29

）
が
提
示
さ
れ
、
我
が
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
に
お
い
て

ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
会
社
法
な
ど
に
根

拠
付
け
規
定
を
置
き
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
か
か
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

前
提
と
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（C

hief�E
xecutive�O

ffi
cer

）
や
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（C

hief�O
perating�O

ffi
cer

）
あ
る
い
は
会
長
、
取
締
役
会
議
長
、
筆
頭
独

立
取
締
役
（L

ead�Independent�O
uter�D

irector

（
米
国
）,�S

enior�Independent�D
irector

（
英
国
））、
業
務
執
行
取
締
役
（E

xecutive�

D
irector

）、
非
業
務
執
行
取
締
役
（N

on-�E
xecutive�D

irector

）、
内
部
監
査
（Internal�A

udit

）
な
ど
コ
ー
ド
（
英
国
コ
ー
ド
を
含
む
）
に

お
い
て
使
用
さ
れ
る
役
職
名
、
術
語
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
し
て
の
会
社
法
上
の
代
表
取
締
役
、
社
外
取
締
役
な
ど
と
の
概
念
整
理

を
図
る
こ
と
が
実
務
上
の
混
乱
を
避
け
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
会
社
法
に
置
く
場
合
の
予
測
可
能
性
維
持
に
も
繋
が
ろ
う
。
特
に

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
つ
い
て
形
式
的
な
代
表
権
限
の
有
無
、
実
際
の
担
当
業
務
の
社
内
外
の
区
分
け
な
ど
が
会
社
に
よ
り
区
々
に
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
会
長
職
あ
る
い
は
社
長
職
な
の
か
、
取
締
役
会
議
長
を
会
長
兼
任
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
議
長
職
は
社
外
取
締
役
に
任
せ
て

会
長
職
を
別
に
置
き
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
担
う
の
か
、
各
場
合
に
お
い
て
権
限
、
責
任
な
ど
は
変
化
し
、
コ
ー
ド
規
定
を
昨
今
の
よ
う
に
詳
細
に
す

る
傾
向
が
強
ま
る
ほ
ど
、
企
業
側
の
対
応
は
狭
ま
り
、
柔
軟
性
も
失
わ
れ
る
。
取
締
役
会
議
長
に
社
外
取
締
役
が
就
く
場
合
は
と
も
か
く
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
会
長
が
兼
任
す
る
の
で
あ
れ
ば
議
長
と
し
て
の
業
務
を
監
視
し
評
価
す
る
機
能
を
独
立
社
外
取
締
役
の
み
で
構
成
す
る
独
立
社

（
三
二
八
）
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外
取
締
役
会
議
に
付
与
す
る
意
味
合
い
が
根
拠
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
規
定
は
、
英
国
コ
ー
ド
に
は
あ
る
が
、
我
が
国
コ
ー
ド

に
は
存
在
し
て
い
な
い
。

取
締
役
会
議
長
の
職
責
と
し
て
英
国
コ
ー
ド
で
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
戦
略
に
か
か
る
業
績
に
つ
い
て
の
意
見
を
理
解
す
べ
く
、
株
主
総

会
と
と
も
に
定
期
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
主
要
な
株
主
と
図
る
こ
と
、
取
締
役
会
全
体
と
し
て
株
主
の
意
見
を
明
確
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
整
え
る
こ
と
（
各
則
３
）、
取
締
役
会
を
統
括
し
会
社
を
運
営
す
る
に
お
い
て
取
締
役
会
が
全
て
の
面
で
実
効
性
を
有
す
る
こ
と
に
対

し
て
責
任
を
負
う
こ
と
、
在
任
期
間
を
通
じ
て
寛
容
か
つ
闊
達
な
議
論
が
行
わ
れ
る
企
業
文
化
を
維
持
す
べ
き
こ
と
、
建
設
的
な
取
締
役

会
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
全
非
業
務
執
行
取
締
役
の
実
効
的
な
貢
献
の
促
進
を
図
り
、
取
締
役
が
性
格
、
適
時
、
明
確
な
情
報
取
得
が

で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
（
原
則
Ｆ
）
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
30
）

。

取
締
役
会
議
長
と
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
、
更
に
筆
頭
独
立
取
締
役
の
関
係
に
つ
い
て
、
筆
頭
独
立
取
締
役
は
取
締
役
会
が
独
立
非

業
務
執
行
取
締
役
の
中
か
ら
一
名
を
指
名
し
、
取
締
役
会
議
長
に
広
報
の
手
段
（a�sounding�board

）
を
提
供
し
、
他
の
取
締
役
と
株
主

の
仲
介
人
の
役
割
を
果
た
す
。
非
業
務
執
行
取
締
役
は
筆
頭
独
立
取
締
役
主
導
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
年
一
回
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
取

締
役
会
議
長
の
出
席
し
な
い
形
で
取
締
役
会
議
長
の
職
務
執
行
の
評
価
を
行
う
た
め
の
会
合
を
行
う
べ
き
で
あ
る
（
各
則
12
）。
非
業
務
執

行
取
締
役
は
業
務
執
行
取
締
役
の
選
解
任
主
要
な
役
割
を
有
す
る
。
取
締
役
会
議
長
は
、
業
務
執
行
取
締
役
が
出
席
し
な
い
非
業
務
執
行

取
締
役
の
み
に
よ
る
会
議
を
開
催
す
べ
き
で
あ
る
（
各
則
13
）。

監
督
機
能
の
主
要
な
取
り
ま
と
め
役
と
な
る
取
締
役
会
議
長
に
対
す
る
更
な
る
監
督
機
能
を
規
定
し
て
お
り
、
取
締
役
会
議
長
が
内
部

昇
格
に
よ
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
経
験
者
・
会
長
で
あ
る
場
合
に
、
有
用
な
内
容
を
有
し
て
い
る
。
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
み
の
会
合
を
持
ち
、

そ
の
代
表
と
し
て
筆
頭
独
立
取
締
役
を
指
名
す
る
こ
と
も
同
様
に
評
せ
よ
う
。
若
干
の
懸
念
と
し
て
、
筆
頭
独
立
取
締
役
は
取
締
役
会
が

（
三
二
九
）
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行
い
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
互
選
で
な
い
こ
と
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
み
に
よ
る
会
議
の
主
催
が
な
お
も
取
締
役
会
議
長
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
効
性
確
保
は
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
構
成
割
合
に
も
よ
る
が
、
過
半
数
を
独
立
非
業
務
執
行
取
締

役
に
よ
り
占
め
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
英
国
で
は
取
締
役
会
の
半
数
以
上
は
取
締
役
会
が
独
立
性
を
有
す
る
と
判
断
し
た
非
業
務

執
行
取
締
役
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
（
各
則
11
）。
そ
の
場
合
に
も
、
経
営
陣
寄
り
の
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
が
筆
頭
独
立
取
締
役
に
指
名

さ
れ
る
危
惧
は
残
り
、
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
互
選
が
望
ま
し
い
。
ま
た
取
締
役
会
議
長
の
職
務
評
価
は
コ
ー
ド
（
各
則
12
）
に
明

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
随
時
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
み
の
会
合
を
開
催
し
た
い
場
合
、
な
お
も
取
締
役
会
議
長

の
開
催
発
議
が
必
要
な
の
か
。
取
締
役
会
議
長
の
直
接
の
職
務
内
容
で
は
な
く
と
も
間
接
的
に
関
わ
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
た
い
場
合
に
、
取
締
役
会
議
長
と
関
係
な
く
独
自
の
開
催
権
限
が
認
め
ら
れ
る
の
か
。
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
独
立
非
業
務

執
行
取
締
役
の
中
の
一
名
の
発
議
で
よ
い
か
、
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
間
の
多
数
決
に
よ
る
か
、
我
が
国
の
監
査
役
機
能
を
敷
衍
す
れ

ば
独
任
制
と
し
て
単
独
発
議
が
筋
で
あ
る
と
思
料
す
る
。
ま
た
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
の
み
の
会
合
に
お
け
る
決
定
権
限
等
に
つ
い
て

も
議
論
が
一
致
し
な
い
場
合
に
多
数
決
か
、
筆
頭
独
立
取
締
役
の
最
終
的
な
役
割
を
ど
う
す
る
か
、
こ
う
し
た
点
は
、
実
際
に
は
各
社
の

内
部
管
理
規
定
等
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取
締
役
会
議
長
職
を
分
離
す
べ
き
こ
と
は
監
督
機
能
と
執
行
機
能
の
分
離
徹
底
の
視
点
か
ら
予
て
か
ら
い
わ
れ
て
き
た

が
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
業
務
執
行
権
限
を
代
表
し
得
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
代
表
取
締
役
で
あ
る
に
せ
よ
実
は
会
長
と
し
て
の
対
外

的
な
業
界
活
動
が
主
で
あ
り
、
社
内
の
業
務
執
行
の
事
実
上
の
最
終
的
な
決
定
権
限
は
Ｃ
Ｏ
Ｏ
が
別
途
代
表
取
締
役
と
し
て
存
在
す
る
場

合
、
か
か
る
会
長
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
議
長
職
の
分
離
徹
底
を
図
る
べ
き
重
要
性
は
低
下
す
る
。
必
ず
し
も
議
長
に
対
す
る
独
立
社
外
取
締
役

会
議
に
よ
る
監
視
、
評
価
は
必
要
に
で
は
な
い
嫌
い
も
あ
る
。
会
長
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
し
て
代
表
取
締
役
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
は
、

（
三
三
〇
）
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業
界
活
動
な
ど
を
行
う
上
で
代
表
権
限
の
肩
書
が
あ
れ
ば
行
動
し
や
す
い
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
業
務
執
行
権
限
の
最
高
決
定
者
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
社
内
決
定
・
稟
議
上
、
形
式
的
に
最
終
決
定
者
と
な
っ
て
い
て
も
、
事
実
上
代
表
取
締

役
社
長
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
の
段
階
で
決
済
さ
れ
、
会
長
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
し
て
は
追
認
す
る
の
が
実
態
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
決
済
権
限
の
中
で
も

監
査
役
会
設
置
会
社
に
お
け
る
取
締
役
会
の
決
定
事
項
で
あ
れ
ば
集
団
的
意
思
決
定
（group�thinking

）、
経
営
判
断
原
則
な
ど
の
機
能
す

る
領
域
と
な
る
が
、
取
締
役
会
内
部
規
則
で
な
く
社
長
決
裁
規
定
以
下
の
領
域
で
は
こ
う
し
た
問
題
が
あ
り
、
果
た
し
て
コ
ー
ド
に
内
容

を
漏
ら
さ
ず
書
き
込
め
る
の
か
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
重
き
の
方
に
や
は
り
回
帰
す
べ
き
で
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。

英
国
で
は
英
国
会
社
法
一
七
二
条
で
取
締
役
会
の
企
業
価
値
向
上
義
務
な
ど
比
較
的
大
枠
の
み
を
定
め
、
詳
細
は
コ
ー
ド
に
規
定
し
、

内
容
面
は
我
が
国
コ
ー
ド
以
上
に
詳
細
に
亘
っ
て
い
る
が
、
市
民
法
社
会
に
根
付
い
た
企
業
文
化
・
経
営
者
風
土
が
背
景
に
あ
っ
て
機
能

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
我
が
国
に
お
い
て
会
社
法
や
金
商
法
な
ど
と
コ
ー
ド
の
在
り
方
を
い
か
に
制
度
設
計
す
る
の
か
、
概
念
整

理
を
含
め
た
根
本
的
な
問
い
に
対
応
し
な
い
ま
ま
、
コ
ー
ド
の
詳
細
化
あ
る
い
は
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
区
々
に
分
か
れ
た
分
離
の
縦
割
り
行

政
に
よ
る
提
示
を
精
力
的
に
進
め
る
こ
と
に
は
、
企
業
側
の
対
応
に
お
い
て
不
安
を
生
じ
さ
せ
な
い
か
一
抹
の
懸
念
を
感
じ
ざ
る
を
得
な

い
。
会
社
法
上
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
三
類
型
（
監
査
役
（
会
）
設
置
会
社
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
）
毎
に
株
主
総
会

あ
る
い
は
取
締
役
会
の
会
社
法
上
の
権
限
な
ど
は
相
違
す
る
が
、
実
際
に
は
内
部
規
定
等
に
よ
り
各
々
の
取
締
役
会
決
定
内
容
は
近
接
し

て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
に
よ
る
規
律
回
帰
あ
る
い
は
ミ
ッ
ク
ス
化
も
再
考
さ
れ
る
面
が
あ
ろ
う
か
。

コ
ー
ド
の
詳
細
化
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
柔
軟
さ
を
失
い
か
ね
な
い
と
の
指
摘
が
関
経
連
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
プ
リ
ン
シ
プ

ル
ベ
ー
ス
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
実
務
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
誘
導
を
図
る
こ
と
自
体
、
背
理
と
言
え
な
く
も
な
い
危
惧
が
あ
る
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
三
類
型
に
止
ま
ら
ず
、
実
態
と
し
て
は
企
業
ご
と
に
業
態
、
グ
ロ
ー
バ
ル
度
、
株
主
構
成
、
持
株
会
社
化
、
更
に
は
企
業

（
三
三
一
）
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文
化
等
の
相
違
も
あ
っ
て
企
業
実
態
は
区
々
な
様
相
を
呈
す
る
。
持
株
会
社
と
い
っ
て
も
親
会
社
で
あ
る
持
株
会
社
を
上
場
さ
せ
る
か
、

逆
に
親
会
社
を
非
上
場
と
し
て
子
会
社
を
上
場
さ
せ
る
か
、
ま
た
親
子
会
社
と
も
に
上
場
さ
せ
る
か
な
ど
、
資
金
調
達
・
企
業
戦
略
に
応

じ
、
あ
る
い
は
時
節
の
経
過
に
よ
っ
て
変
化
も
見
せ
る
。
中
央
集
権
的
な
運
営
を
図
る
か
、
分
散
型
運
営
を
図
る
か
と
い
っ
た
組
織
形
態

と
は
別
に
運
営
面
の
相
違
も
出
さ
れ
る
。

取
締
役
会
機
能
と
し
て
意
思
決
定
重
視
型
か
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
か
と
い
う
二
択
で
も
な
く
、
連
結
持
株
会
社
内
に
お
い
て
併
存
も
し

得
る
。
そ
の
全
て
の
類
型
に
亘
っ
て
事
例
を
掲
げ
、
社
外
取
締
役
、
経
営
陣
な
ど
の
権
限
・
役
割
、
義
務
・
責
任
等
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
化

す
る
こ
と
は
、
経
営
企
画
・
法
務
面
の
対
応
が
十
分
で
な
い
企
業
に
お
い
て
一
定
の
基
本
類
型
を
示
す
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
既
存
の
企

業
の
分
類
を
試
み
た
場
合
の
後
追
い
的
な
類
型
化
に
止
ま
る
リ
ス
ク
も
あ
ろ
う
。
上
場
会
社
の
全
て
に
お
い
て
、
策
定
し
た
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
あ
る
い
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ど
の
何
れ
か
に
該
当
す
る
は
ず
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
方
向
性
に
枠
を
は
め
、
外
れ
た
も
の
を
不
適
格
と

み
な
す
よ
う
に
な
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

反
面
で
経
済
産
業
省
の
二
〇
一
八
年
改
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
顧
問
や
相
談
役
の
在
り
方
、
会
社
秘
書
役
の
提
言
な
ど
課
題

と
な
っ
て
い
る
新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
領
域
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
お
り
、
大
い
に
評
価
で
き
る
。
企
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
実
質
化
と

対
応
の
中
で
、
必
然
的
に
生
じ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
企
業
側
と
し
て
は
適
宜
に
取
り
込
み
、
あ
る
い
は
参
考
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

柔
軟
で
あ
る
べ
き
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
導
入
の
そ
も
そ
も
の
経
緯
や
主
旨
な
ど
と
の
整
合
性
は
重
要
で
あ
る
。

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
伴
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
上
場
規
則
化
し
て
一
定
の
強
制
力
の
あ
る
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
の
適
用
関
係
、
逆
に
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と

の
一
体
的
な
運
用
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
。

（
三
三
二
）
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３
．
統
一
性
あ
る
開
示
ル
ー
ル
策
定

開
示
情
報
の
充
実
に
関
し
て
、
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
（
二
〇
一
八
年
六
月
公
表
）
に
お
い

て
記
述
情
報
・
非
財
務
情
報
に
つ
い
て
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
策
定
が
進
め
ら
れ
る
。
か
か
る
分
野
は
企
業
と
し
て
も

導
入
当
初
の
取
組
み
の
混
乱
を
避
け
、
統
一
性
を
図
る
上
で
も
重
要
性
は
高
い
。
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
上
場
企
業
に
お

け
る
直
近
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
対
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
率
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
対
応
が
急
務
の
中
、
コ
ー
ド
の
実
質
化

に
向
け
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
て
き
た
面
も
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
既
存
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
と
の
開
示

面
の
整
理
、
有
価
証
券
報
告
書
に
よ
る
一
本
化
も
含
め
て
、
わ
か
り
や
す
く
統
一
性
の
あ
る
開
示
ル
ー
ル
の
策
定
が
望
ま
れ
る
。
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
柔
軟
性
維
持
か
ら
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
に
対
す
る
一
定
の
重
視
は
変
え
な
い
と
し
て
も
、
コ
ー
ド
実
質
化
を
図
る
上
で
、
ハ
ー

ド
ロ
ー
と
の
概
念
整
理
を
進
め
る
こ
と
は
必
須
と
思
料
す
る
。

４
．
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
英
国G

reen�P
aper

の
提
案

二
〇
一
六
年
英
国G

reen�P
aper （31
）

で
は
、
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
規
制
の
見
直
し
・
強
化
、
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
の
規
律

を
前
提
に
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
取
締
役
会
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
等
に
反
映
さ
せ
る
新
た
な
枠
組
み
の
模
索
、
大
規

模
非
公
開
企
業
（large�privately-held�businesses

）
等
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
つ
い
て
、
会
社
法
改
正
の
要
否

を
含
め
所
要
の
見
直
し
を
行
う
方
針
を
表
明
し
た
（
32
）

。

経
営
陣
側
、
株
主
側
の
双
方
か
ら
の
改
善
提
案
を
図
る
手
法
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
の
反
映
、
重
視
に
向
け
、
我
が
国
の

コ
ー
ド
改
訂
や
ガ
バ
ン
ナ
ン
ス
の
改
善
を
図
る
具
体
的
手
法
と
し
て
、
大
い
に
参
考
と
な
ろ
う
。
単
な
る
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
、

あ
る
い
は
独
立
社
外
取
締
役
会
議
の
設
定
に
限
ら
ず
、
明
確
に
当
該
独
立
社
外
取
締
役
が
一
般
株
主
あ
る
い
は
少
数
株
主
の
利
益
代
表
で

（
三
三
三
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
九
二

も
な
く
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
代
弁
者
と
し
て
の
立
場
を
法
的
に
明
確
化
す
る
点
で
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
我
が
国
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
が
会
社
法
上
の
根
拠
規
定
の
な
い
ま
ま
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
の
概
念
の
統
一
も
図
ら
ず
上
場
規
則
化
さ
れ
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
ほ
ど
で
な

い
に
し
て
も
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
備
え
て
い
る
こ
と
と
対
比
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
取
締
役
会
に
お
い
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
利
害
対
立
の
代
弁
者
と
い
う
新
た
な
問
題
が
法
的
な
根
拠
を
伴
っ
て
生
じ
る

こ
と
に
な
り
、
他
の
取
締
役
と
の
利
益
相
反
問
題
、
取
締
役
会
全
体
と
し
て
の
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
一
般
的
義
務
と
の
相
克
な
ど
が

危
惧
さ
れ
、
更
に
多
数
決
に
向
け
て
人
数
配
分
な
ど
を
如
何
に
決
定
す
る
の
か
、
指
名
委
員
会
で
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
メ
ン
バ
ー

構
成
が
重
要
に
な
る
が
取
締
役
会
で
こ
れ
を
決
定
す
る
か
、
そ
も
そ
も
特
定
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
代
弁
す
る
独
立
社
外
取
締

役
は
一
名
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
少
数
に
留
ま
り
、
多
数
派
の
意
見
に
流
さ
れ
か
ね
な
い
。
ま
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
代
表
取
締
役
と
し
て

代
表
権
を
付
与
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
業
務
執
行
取
締
役
が
担
う
と
す
る
の
は
法
的
に
整
合
性
が
と
れ
る
か
。
正
し
く
社
外
取
締
役
に
業

務
執
行
を
委
託
す
る
と
い
う
今
般
の
我
が
国
会
社
法
の
改
正
点
に
も
繋
が
る
議
論
と
な
る
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
担
う
の
で
あ

れ
ば
、
事
業
部
門
な
ど
の
特
定
業
務
を
抱
え
る
業
務
執
行
取
締
役
を
充
て
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
考
え
に
く
い
。
こ
う
し
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

に
向
け
た
新
し
い
問
題
も
生
じ
て
こ
よ
う
。
従
業
員
で
な
く
債
権
者
の
利
益
を
代
表
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も

従
業
員
と
異
な
り
、
完
全
に
外
部
の
存
在
で
も
あ
り
会
社
の
業
績
向
上
等
と
背
反
す
る
こ
と
に
は
な
り
に
く
い
。
そ
の
場
合
も
代
表
権
付

与
は
想
定
し
に
く
い
が
、
英
国
に
お
け
るG

reen�P
aper

の
提
案
・
議
論
は
一
考
に
値
す
る
と
思
料
さ
れ
る
。

（
三
三
四
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

一
九
三

五
．
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
と
取
締
役
派
遣
な
ら
び
に
株
主
の
権
利

１
．
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
か
ら
の
取
締
役
受
入
れ
の
動
き
─
オ
リ
ン
パ
ス
「
企
業
変
革
プ
ラ
ン
」
─

二
〇
一
八
年
一
月
一
一
日
オ
リ
ン
パ
ス
は
企
業
変
革
プ
ラ
ン
「T
ransform

�O
lym
pus

」
を
発
表
し
、
最
大
株
主V

alueA
ct�C
apital�

M
anagem

ent�L
.P
.

よ
り
一
名
（
同
社
パ
ー
ト
ナ
ー
）
を
受
入
れ
て
二
〇
一
九
年
六
月
株
主
総
会
で
選
任
す
る
取
締
役
候
補
者
と
す
る
こ
と

を
示
し
た
。
取
締
役
会
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
一
環
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
見
や
経
験
を
取
締
役
会
に
取
り
込
ま
ん
と
し
、
他
の
新

任
二
名
の
取
締
役
候
補
者
に
つ
い
て
もV

alueA
ct

の
助
言
を
参
考
に
す
る
予
定
と
述
べ
る
。
ま
た
監
査
役
会
設
置
会
社
か
ら
、
指
名
委

員
会
等
設
置
へ
の
移
行
を
図
る
。
企
業
価
値
を
一
層
向
上
さ
せ
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期
待
に
応
え
る
た
め
の
諸
施
策
と
述
べ
て
い

る
（
33
）

。

V
alueA

ct

は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
し
て
活
動
す
る
が
、
プ
ロ
キ
シ
ー
・
フ
ァ
イ
ト
（
委
任
状
合
戦
）
な
ど
の
経
営
陣
対
立
型
で
は
く
、

友
好
的
・
協
調
し
て
戦
略
提
案
、
事
業
企
画
提
案
な
ど
を
行
う
こ
と
が
多
く
、
米
国
の
よ
う
に
モ
ノ
言
う
株
主
か
ら
取
締
役
を
受
け
入
れ

る
動
き
と
し
て
注
視
さ
れ
る
。

Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
定
め
る
取
締
役
会
に
お
け
る
多
様
性
・
国
際
性
の
充
足
に
も
繋
が
り
、
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
対
話
・

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
究
極
の
発
現
形
態
と
も
い
え
る
。
反
面
で
、
少
数
株
主
保
護
を
い
か
に
図
る
か
、
株
主
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能

は
緊
張
関
係
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
機
能
す
る
か
と
い
っ
た
将
来
的
な
課
題
も
あ
ろ
う
（
私
見
）。

（
三
三
五
）
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五
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六
巻
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二
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（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
九
四

２
．
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
と
株
主
の
権
利
─
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
と
情
報
格
差
─

⑴
　
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
と
情
報
格
差

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
か
ら
の
取
締
役
受
入
れ
の
動
き
に
関
連
し
て
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
と
株
主
の
権
利
に
つ
い
て
考

察
が
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
は
通
常
は
保
有
株
式
数
が
数
％
程
度
に
止
ま
り
、
議
決
権
争
奪
戦
（P

roxy�F
ight

）

の
局
面
で
は
前
提
と
し
て
他
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
と
多
数
派
工
作
の
た
め
に
協
調
行
動
を
と
る
こ
と
が
多
く
な
る
（W

olf�

P
ack

）。
私
的
和
解
（private�settlem

ent

）
に
よ
り
取
締
役
の
派
遣
や
経
営
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
情
報
を
取
得
し
（Inform

ation�

L
eakage�

情
報
漏
洩
）、
多
数
派
株
主
で
す
ら
超
過
収
益
を
巡
っ
て
情
報
格
差
に
よ
る
不
利
益
を
蒙
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
リ
ス
ク
が
あ

る
（
34
）

。か
か
る
株
式
大
量
保
有
報
告
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
形
で
複
数
フ
ァ
ン
ド
が
協
調
的
意
思
の
下
に
独
自
に
株
式
を
買
い
進
め
る
対
応

に
対
し
て
、
米
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
近
時
の
裁
判
例
は
低
水
準
の
発
動
基
準
を
持
つ
買
収
防
衛
策
を
肯
定
し
、
上
場
企
業
の
取
締
役
会
が

中
長
期
的
利
益
の
最
大
化
の
視
点
に
立
っ
て
正
当
な
事
業
戦
略
を
有
す
る
場
合
は
、
当
該
戦
略
に
対
し
脅
威
と
な
り
得
る
短
期
的
利
益
の

実
現
行
動
に
裁
判
所
は
少
な
く
と
も
助
力
し
な
い
と
の
ス
タ
ン
ス
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
35
）

。

⑵
　
重
要
事
項
と
情
報
漏
洩
─
独
立
取
締
役
と
フ
ァ
ン
ド
従
業
員
出
身
取
締
役
の
相
違
─

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
は
秘
密
裏
に
対
象
会
社
と
交
渉
し
、
要
求
項
目
に
つ
い
て
私
的
和
解
を
行
う
が
、
全
て
の
開
示
義
務
は

な
い
。
フ
ァ
ン
ド
側
の
役
員
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
交
替
も
起
き
て
い
る
。
か
か
る
フ
ァ
ン
ド
側
の
役
員
は

フ
ァ
ン
ド
の
従
業
員
が
多
く
、
役
員
会
に
参
加
す
れ
ば
重
要
事
項
の
漏
洩
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
即
ち
独
立
取
締
役
と
異
な
り
、
フ
ァ
ン
ド

従
業
員
が
役
員
に
選
任
さ
れ
れ
ば
重
要
事
項
（M

aterial�Inform
ation

）
の
公
表
前
に
漏
洩
が
起
き
か
ね
な
い
。
更
に
は
フ
ァ
ン
ド
提
案
が

（
三
三
六
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

一
九
五

私
的
和
解
に
よ
っ
て
会
社
提
案
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
多
数
派
株
主
で
す
ら
不
利
益
を
蒙
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
情
報
の

不
平
等
は
株
主
平
等
原
則
違
反
と
し
て
認
識
す
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
36
）

。
私
的
和
解
の
成
立
阻
止
と
証
券
法
制
に
関
し
て
、
①
私
的
和

解
の
プ
ロ
セ
ス
に
機
関
投
資
家
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
、
②
私
的
和
解
に
株
主
の
情
報
開
示
を
義
務
化
す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
る

（C
offee

教
授
（
37
））。

後
者
に
つ
い
て
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
・
法
人
関
係
情
報
の
規
制
と
し
て
、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
に
つ
き
集
合
体
（group

）

と
し
て
把
握
し
、
非
公
開
の
情
報
授
受
に
よ
り
集
合
体
と
し
て
の
認
定
を
図
り
、
開
示
規
制
を
適
用
せ
ん
と
す
る
。

⑶
　
我
が
国
法
制
へ
の
示
唆

我
が
国
法
制
へ
の
示
唆
と
し
て
は
、
①
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
私
的
和
解
の
み
な
ら
ず
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
、
更
に
は

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
株
主
と
の
対
話
に
お
い
て
も
重
要
情
報
に
つ
い
て
は
株
主
平
等
原
則
を
適
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。
②
フ
ェ

ア
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
は
既
に
存
在
す
る
が
完
全
に
は
機
能
し
て
お
ら
ず
、
法
人
関
係
情
報
や
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
な

ど
証
券
法
制
に
よ
り
か
か
る
情
報
の
平
等
性
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
株
主
に
は
共
通
の
情
報
を
得
る
権
利
が
あ
る
の
で
あ
り
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
が
求
め
ら
れ
る
。
フ
ェ
ア
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
上
場
会
社
の
運
営
、
業
務
ま
た

は
財
産
に
関
す
る
公
表
さ
れ
て
い
な
い
情
報
で
あ
っ
て
、
投
資
者
の
投
資
判
断
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
情
報
（
重
要
情
報
）
の
伝
達
を

上
場
会
社
が
行
う
場
合
、
原
則
と
し
て
当
該
重
要
情
報
を
同
時
に
公
表
す
る
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
金
融
商
品
取
引
法
二
七
条
の
三
六

第
一
項
（
38
））。

主
要
株
主
と
の
対
話
に
お
い
て
、
重
要
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
も
同
時
に
公
表
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
対

話
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
Ｉ
Ｒ
あ
る
い
は
対
話
に
よ
っ
て
適
時
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。
自
己
売
買
や
勧
誘
規
制
の
み
で
十
分
か
、
株
主
間

の
情
報
の
平
等
性
を
担
保
す
る
機
能
を
持
た
せ
る
べ
き
提
案
が
さ
れ
て
い
る
（
39
）

。

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
の
従
業
員
出
身
取
締
役
は
本
来
的
な
独
立
取
締
役
と
異
な
り
、
あ
く
ま
で
出
身
フ
ァ
ン
ド
の
利
益
の
た

（
三
三
七
）



政
経
研
究

　第
五
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六
巻
第
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号
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二
〇
一
九
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七
月
）

一
九
六

め
に
働
く
使
命
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
一
般
的
株
主
あ
る
い
は
少
数
株
主
の
立
場
で
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
の
た
め
に
機
能
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
債
権
者
に
つ

い
て
も
同
様
の
趣
旨
が
当
て
は
ま
り
、
同
じ
く
長
期
安
定
資
金
供
給
を
行
う
銀
行
間
で
も
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
否
か
等
に
よ
り
内
部
情
報
格

差
、
役
割
の
相
違
は
生
じ
得
る
（
私
見
（
40
））。

３
．
第
三
者
委
員
会
と
弁
護
士
依
頼
者
秘
匿
特
権
な
ら
び
に
取
締
役
の
株
主
に
対
す
る
説
明
責
任

独
立
社
外
取
締
役
の
役
割
・
機
能
に
関
連
し
て
、
第
三
者
委
員
会
と
弁
護
士
依
頼
者
秘
匿
特
権
な
ら
び
に
取
締
役
の
株
主
に
対
す
る
説

明
責
任
が
新
た
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ル
ガ
銀
行
の
第
三
者
委
員
会
調
査
報
告
書
（
二
〇
一
八
年
九
月
七
日
（
41
））

で
は
業
務
執
行
取
締
役

の
み
な
ら
ず
常
勤
監
査
役
に
も
善
管
注
意
義
務
違
反
を
認
め
て
い
る
が
、
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
体
制
に

な
か
っ
た
社
外
取
締
役
、
社
外
監
査
役
に
は
法
的
責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
社
外
取
締
役
が
第
三
者
委
員
会
に
加
わ
る

場
合
の
業
務
執
行
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
般
の
会
社
法
改
正
要
綱
案
に
お
い
て
対
応
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

第
三
者
委
員
会
に
関
連
し
て
弁
護
依
頼
者
秘
匿
特
権
（
42
）

の
問
題
、
そ
の
対
処
が
議
論
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
43
）

。
神
戸
製
鋼
所
に
お
け
る
品
質

不
正
の
原
因
に
か
か
る
調
査
委
員
会
報
告
書
（
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
に
つ
い
て
、
調
査
委
員
会
は
外
部
の
弁
護
士
等
で
構
成
さ
れ
、
報

告
書
の
開
示
が
米
国
で
は
弁
護
士
依
頼
者
秘
匿
特
権
（A

ttorney-C
lient�P

rivilege

）
の
放
棄
と
み
な
さ
れ
、
会
社
に
不
利
益
に
な
る
と
し

て
不
開
示
と
し
、
ま
と
め
て
記
者
会
見
し
た
事
例
が
生
じ
て
い
る
（
44
）

。
こ
れ
に
対
し
て
第
三
者
委
員
会
報
告
書
格
付
け
委
員
会
（
久
保
利
英

明
委
員
長
）
は
低
評
価
と
し
た
上
で
、
外
部
調
査
委
員
会
の
調
査
報
告
書
に
は
弁
護
士
依
頼
者
秘
匿
特
権
が
及
ば
ず
、
独
立
性
の
高
い
第

三
者
委
員
会
と
弁
護
士
依
頼
者
秘
匿
特
権
は
相
容
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
等
の
コ
メ
ン
ト
が
さ
れ
た
（
二
〇
一
八
年
三
月
三
〇
日
（
45
））。

神
戸
製
鋼
所
は
報
告
書
全
体
が
秘
匿
特
権
で
守
る
対
象
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
判
断
を
企
業
自
ら
が
行
っ
た
上
で
、
第
三
者
委

（
三
三
八
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

一
九
七

員
会
報
告
書
と
は
別
に
調
査
報
告
書
に
基
づ
き
自
ら
の
報
告
書
を
作
成
し
て
提
出
し
て
い
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

（
基
本
原
則
３
）、
会
社
法
規
定
（
三
五
五
条
、
三
五
七
条
）
な
ど
に
よ
り
、
取
締
役
の
株
主
に
対
す
る
説
明
責
任
は
株
主
・
投
資
家
、
消
費

者
、
顧
客
・
取
引
先
、
更
に
は
従
業
員
な
ど
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
義
務
と
し
て
拡
張
し
て
理
解
さ
れ
る
。
秘
匿
特
権
を

主
張
す
る
こ
と
に
は
取
締
役
の
責
任
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
点
で
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
判
断
と
な
り
、
特
に
独
立
社
外
取
締
役
が
か
か
る
リ

ス
ク
を
勘
案
し
て
正
し
い
判
断
と
助
言
を
す
る
役
割
・
責
務
を
担
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
に
独
立
社
外
取
締
役
の
機
能
が
期

待
さ
れ
て
い
よ
う
か
（
46
）

。

六
．
Ｅ
Ｕ
第
二
次
株
主
権
指
令
、
議
決
権
助
言
会
社
規
制
な
ら
び
に
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
形
成

１
．
Ｅ
Ｕ
第
二
次
株
主
権
指
令
─
株
主
が
誰
で
あ
る
か
を
知
る
権
利
、
株
主
権
の
行
使
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
促
進
─

企
業
の
持
続
的
成
長
に
向
け
た
株
主
・
機
関
投
資
家
と
経
営
者
の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
に
向
け
た
議
論
が
グ
ロ
ー
バ
ル

レ
ベ
ル
で
活
発
化
し
、
具
体
的
に
は
①
パ
ッ
シ
ブ
運
用
主
体
の
中
で
株
主
権
行
使
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
向
上
を
い
か
に
確
保
・
促
進
す
る
か
。
②
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
チ
ェ
ー
ン
の
複
雑
化
と
地
理
的
拡
大
の
中
で
、
株
主
権
行
使
を
い

か
に
図
る
か
。
③
機
関
投
資
家
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
、
経
営
者
と
の
建
設
的
対
話
促
進
に
向
け
た
規
範
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
化
あ
る

い
は
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
の
進
展
が
想
定
さ
れ
る
。
④
株
主
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
、
社
会
・
環
境
問
題
へ
の
配
慮
の
要
請

が
強
ま
り
、
機
関
投
資
家
に
対
す
る2006

年
国
連
責
任
投
資
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）、
機
関
投
資
家
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
重
視
、
投
資
先
企

業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（S

ustainable�D
evelopm

ent�G
oals

）
に
向
け
た
経
営
（
二
〇
一
五
年
国
連
「
世
界
を
変
え
る
：
持
続
的
発
展
の

（
三
三
九
）
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五
十
六
巻
第
二
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（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
九
八

た
め
の
二
〇
三
〇
年
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
な
ど
に
対
す
る
整
合
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
47
）

。

２
．
Ｅ
Ｕ
第
二
次
株
主
権
指
令
と
株
主
が
誰
で
あ
る
か
を
知
る
権
利

Ｅ
Ｕ
で
は
二
〇
一
七
年
五
月
一
七
日
Ｅ
Ｕ
第
二
次
株
主
権
指
令
（E
U
�S
hareholder�R

ights�D
irectiveⅡ

�

長
期
的
な
株
主
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
促
進
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
を
改
正
す
る
指
令
（
48
））

が
発
出
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
第
二
次
株
主
権
指
令
を
二
〇
一
九
年
六
月
一
〇
日
ま
で

に
国
内
法
化
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た
。
背
景
に
は
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
欧
州
委
員
会
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
あ
り
、
株
主

と
持
続
可
能
な
会
社
と
の
間
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
現
代
的
な
法
的
枠
組
み
に
向
け
て
、
欧
州
委
員
会
は
長
期
保
有
株
主
に

よ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
奨
励
し
、
投
資
先
企
業
と
投
資
者
の
間
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
分

野
で
多
く
の
提
言
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
長
期
保
有
株
主
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
、
会
社
が
株
主
を
特
定
す
る
権
利
を
定
め
、
議
決
権
割
合
が

〇
・
五
％
以
下
で
あ
れ
ば
加
盟
国
の
自
由
裁
量
と
す
る
が
、
〇
・
五
％
を
超
え
る
と
強
行
法
規
化
す
る
内
容
を
定
め
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
指
令
と

い
う
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
中
の
更
な
る
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
い
え
る
。
株
主
権
の
行
使
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
促
進
の
た
め
に
は
、
会
社
に
お
い

て
株
主
が
誰
で
あ
る
か
を
知
る
権
利
が
重
要
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
。

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
株
主
権
行
使
の
促
進
に
関
し
、
会
社
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
仲
介

機
関
に
義
務
付
け
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
に
発
行
会
社
が
招
集
等
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
機
関
投
資
家
お
よ
び
資
産
運
用
業
者
の
行
為
規
範
の
策
定
を
図
る
。
機
関
投
資
家
お
よ
び
資
産
運
用
業
者
の
議
決
権
な
ど
株
主
権

行
使
と
経
営
者
の
協
働
に
関
す
る
透
明
性
向
上
を
図
る
べ
く
、
英
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
範
と
す
る
も
の
で
、
投
資
者
に
そ
の
よ
う
な
透
明
性
の
重

要
性
を
気
付
か
せ
、
投
資
者
に
よ
る
最
適
な
投
資
決
定
を
可
能
に
す
る
。
ま
た
会
社
と
株
主
の
対
話
を
容
易
に
し
、
株
主
と
投
資
先
企
業

（
三
四
〇
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

一
九
九

の
協
働
を
促
進
す
る
と
共
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
強
化
せ
ん
と
す
る
。

３
．
株
主
が
誰
で
あ
る
か
を
知
る
権
利
と
我
が
国
へ
の
示
唆

①
株
主
が
誰
で
あ
る
か
を
知
る
権
利
に
関
し
、
Ｅ
Ｕ
で
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
レ
ベ
ル
で
企
業
開
示
制
度
を
制
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
立
法
論

と
し
て
我
が
国
へ
導
入
が
図
れ
る
か
が
検
討
さ
れ
る
。
英
国
で
は
企
業
買
収
に
お
い
て
秘
密
保
持
義
務
も
あ
り
買
収
防
衛
策
を
導
入
し
に

く
い
背
景
が
あ
る
中
で
採
ら
れ
た
手
法
で
も
あ
り
、
直
接
に
導
入
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
面
も
あ
ろ
う
。

②
パ
ッ
シ
ブ
運
用
の
お
け
る
株
主
と
経
営
者
の
対
話
の
在
り
方
と
し
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
の
開
示
に
つ
い
て
部
分
的
に

ハ
ー
ド
ロ
ー
化
す
る
必
要
が
あ
る
か
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
の
ま
ま
で
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
問
題
を
解
決

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
が
課
題
と
な
る
。

③
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
が
会
社
役
員
や
資
産
運
用
業
者
の
善
管
注
意
義
務

あ
る
い
は
忠
実
義
務
と
抵
触
す
る
怖
れ
は
な
い
か
、
に
つ
い
て
は
中
長
期
的
視
点
を
導
入
し
洗
練
さ
れ
た
株
主
利
益
最
大
化
論
を
採
り
、

株
主
利
益
と
の
統
合
あ
る
い
は
両
立
を
図
ら
ん
と
し
て
い
る
英
国
に
お
け
る
議
論
や
法
制
度
の
検
討
が
な
さ
れ
る
。
む
し
ろ
中
長
期
的
利

益
の
増
大
に
繋
が
り
、
株
式
市
場
の
効
率
性
を
念
頭
に
市
場
全
体
の
リ
タ
ー
ン
の
底
上
げ
に
資
す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
へ
配
慮
す
る
こ
と
が
取
締
役
の
等
の
視
点
を
含
め
、
株
主
、
投
資
家
、
金
融
資
本
市
場
を
相
互
的
に
考
慮
し
た
施
策
が
必
要
に

な
る
（
49
）

。
４
．
Ｅ
Ｕ
第
２
次
株
主
権
指
令
に
お
け
る
議
決
権
行
使
助
言
会
社
規
制

Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
（
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ⅱ
）
で
は
、
開
示
規
制
と
し
て
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
お
い
て
助
言
等
に
関
す
る
以
下
の
内
容
を
毎

年
開
示
さ
せ
る
こ
と
等
を
含
む
規
制
を
加
盟
国
が
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
利
用
し
て
い
る
方
法
・
モ
デ
ル
の
特
徴
、
主
な
情
報
源
、

（
三
四
一
）
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二
〇
〇

サ
ー
ビ
ス
の
質
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
を
確
保
す
る
た
め
の
手
続
、
各
国
市
場
・
法
規
制
・
対
象
企
業
に
係
る
個
別
事
情
の
考
慮
の
有

無
・
内
容
、
市
場
毎
の
議
決
権
行
使
助
言
方
針
の
特
徴
、
対
象
企
業
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
の
有
無
・
内
容
、
利
益
相
反
管
理

方
針
。
こ
の
他
、
機
関
投
資
家
等
に
お
い
て
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
利
用
に
関
す
る
説
明
を
含
む
対
話
方
針
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
、
毎
年
開
示
す
る
か
、
開
示
で
き
な
い
場
合
に
は
説
明
を
求
め
る
（com

ply�or�explain

）。

利
益
相
反
へ
の
対
応
状
況
等
の
開
示
に
つ
い
て
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
利
益

相
反
・
事
業
上
の
関
係
（
潜
在
的
な
も
の
を
含
む
）
の
内
容
、
利
益
相
反
の
管
理
等
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
対
応
内
容
を
顧
客
に
開
示
さ

せ
る
規
制
を
加
盟
国
に
お
い
て
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
欧
州
証
券
市
場
監
督
局
（E

uropean�S
ecurities�and�M

arkets�

A
uthority��E

S
M
A

）
の
要
請
を
踏
ま
え
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
て
構
成
さ
れ
る
機
関
（B

est�P
ractice�P

rinciple�G
roup

）
が

二
〇
一
四
年
に
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
助
言
活
動
に
関
す
る
原
則
（B

est�P
ractice�P

rinciple

）
を
策
定
し
て
い
る
が
、
指
令
改
正
に

伴
い
当
該
原
則
の
改
訂
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
（
50
）

。

七�

．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
定
案
公
表�

─A
pply�and�E

xplain

、
我
が
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
次
期
改
定
に
向
け
て
─

１
．
英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
に
よ
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
定
案
─E

scalation

とC
ollaboration

─

二
〇
一
九
年
一
月
三
〇
日
英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
（
財
務
報
告
評
議
会
）
は
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
定
案
を
公
表
し
た
（
51
）

。

二
〇
一
二
年
改
定
以
降
の
実
務
動
向
、
二
〇
一
七
年
第
二
次
Ｅ
Ｕ
株
主
権
指
令
（E

U
�S
hareholder�R

ights�D
irectiveⅡ

）
の
内
容
も
踏
ま

（
三
四
二
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
〇
一

え
て
大
幅
な
改
定
に
至
っ
て
お
り
、
機
関
投
資
家
に
よ
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
つ
い
て
高
度
な
期
待
を
示
す
も
の
で
注
視
さ
れ

て
い
る
。

主
要
な
改
定
内
容
は
、
①
コ
ー
ド
の
構
成
の
見
直
し
、
②
組
織
の
目
的
等
の
設
定
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
③
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
の
考
慮
で
あ

る
。
改
定
案
の
構
成
と
し
て
原
則
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
段
階
か
ら
、
原
則
・
各
則
（P

rovision

）・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
三
段
階
構
成
に
変
更
し
、

英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
二
〇
一
八
年
七
月
改
訂
）
と
構
成
を
合
わ
せ
る
観
点
に
立
っ
て
い
る
。
運
用
機
関
、
ア
セ
ッ

ト
オ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
共
通
の
原
則
を
設
け
、
各
則
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
規
定
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
運
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

議
決
権
行
使
助
言
会
社
を
含
む
。）
に
つ
い
て
は
別
途
、
原
則
・
各
則
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
規
定
し
た
。
第
一
章
目
的
・
目
標
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

第
二
章
投
資
ア
プ
ロ
ー
チ
、
第
三
章
積
極
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
第
四
章
建
設
的
な
対
話
・
明
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
第
五
章
権

利
の
行
使
と
責
任
と
構
成
し
て
い
る
。
各
原
則
に
つ
い
て
適
用
を
義
務
付
け
るA

pply�and�E
xplain

を
求
め
て
い
る
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
受
益
者
・
経
済
・
社
会
の
持
続
可
能
な
価
値
を
創
造
す
る
た
め
の
機
関
投
資
共
同
体
を
超
え
た
責
任
あ
る
資

産
配
分
と
管
理
と
定
義
し
、
署
名
者
に
組
織
目
的
の
設
定
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
目
的
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等
の
開
示
を
要
求
す
る
。

債
券
等
、
上
場
株
式
以
外
の
形
で
投
資
す
る
場
合
に
お
い
て
も
原
則
の
適
用
を
奨
励
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
の
考
慮
を
明
確
に
要
求
す
る
。
活

動
と
結
果
に
関
す
る
年
間
報
告
（A

nnual�activity�and�O
utcom

e�R
eport

）
の
提
出
・
開
示
を
要
求
す
る
。
開
示
等
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
の

第
二
次
株
主
権
利
指
令
を
前
提
に
高
水
準
を
要
求
す
る
内
容
で
あ
る
。

次
期
の
我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
改
定
に
向
け
て
は
、
投
資
家
の
意
思
決
定
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
中
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

金
融
市
場
の
安
定
性
を
求
め
て
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
観
点
を
取
り
込
む
こ
と
、
投
資
家
と
の
対
話
で
はE

scalation

と

C
ollaboration

を
図
る
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
（
52
）

。

（
三
四
三
）
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〇
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九
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七
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）

二
〇
二

２
．
コ
ー
ド
の
構
成
の
見
直
し
と
適
用
範
囲
拡
大
─A

pply�and�E
xplain

─

英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
定
案
で
は
コ
ー
ド
全
体
の
構
成
を
見
直
し
、
章
立
て
を
変
更
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
八
年

改
定
の
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
沿
っ
て
原
則
（P

rinciples

）、
各
則
（P

rovisions

）
に
整
理
し
、
指
針

（G
uidance

）
を
設
け
て
い
る
（
53
）

。

各
則
に
関
し
て
はC

om
ply�or�E

xplain

が
求
め
ら
れ
る
が
、
他
方
基
本
的
な
内
容
を
示
す
原
則
に
つ
い
て
は
適
用
し
た
う
え
で
の
態

様
を
示
すA

pply�and�E
xplain

が
新
し
く
求
め
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
必
要
も
あ
っ
て
プ
リ

ン
シ
プ
ル
べ
ー
ス
の
下
で
ル
ー
ル
化
を
強
め
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
運
用
機
関
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
等
の

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
適
用
さ
れ
る
規
律
が
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

コ
ー
ド
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
拡
大
し
、
機
関
投
資
家
の
顧
客
・
受
益
者
に
対
す
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
の
視
点
か
ら
、
上
場

株
式
の
み
な
ら
ず
非
上
場
株
式
や
債
券
な
ど
他
の
幅
広
い
分
野
に
投
資
す
る
場
合
も
機
関
投
資
家
が
影
響
力
や
権
利
を
有
す
る
場
合
に

コ
ー
ド
の
適
用
対
象
と
し
て
い
る
。

３
．
組
織
の
目
的
等
の
設
定
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

機
関
投
資
家
は
組
織
の
目
的
を
設
定
し
、
か
か
る
目
的
や
戦
略
、
価
値
観
、
組
織
文
化
が
い
か
に
し
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を

果
た
す
こ
と
に
繋
が
る
の
か
に
つ
い
て
開
示
す
べ
き
と
す
る
（
原
則
Ａ
）。
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
組
織
文
化
や
組
織
活
動
全
体

に
対
し
て
コ
ー
ド
の
精
神
を
織
り
込
ん
で
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
と
同
じ
趣
旨
と
い
え
る
。

機
関
投
資
家
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
機
関
投
資
家
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
観
点
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

適
切
な
方
針
、
体
制
を
整
備
す
べ
き
こ
と
（
各
則
３
）、
組
織
と
し
て
の
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
い
か
に
し
て
確
保
し
て
い
る
か
を
説

（
三
四
四
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
〇
三

明
す
べ
き
こ
と
（
各
則
５
）
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
概
し
て
、
名
宛
人
が
機
関
投
資
家
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
経
営
者
で
あ
る
か
は

相
違
す
る
が
、
内
容
・
趣
旨
が
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
同
様
の
も
の
と
な
り
、
か
つ
詳
細
に
な
り
つ
つ
あ
る
感
を
受
け
る
。
経
営
者
が
担
う
べ
き
注
意

義
務
、
忠
実
義
務
と
機
関
投
資
家
が
担
うF

iduciary�D
uty （54

）
あ
る
い
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
に
関
し
て
、
名
宛
人
な
ど
は
異
な
る

が
共
に
受
託
者
責
任
と
称
し
て
包
摂
さ
れ
る
内
容
で
あ
り
、
持
続
的
成
長
と
企
業
価
値
向
上
を
目
指
し
て
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

行
う
上
で
当
然
示
さ
れ
る
方
向
性
と
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

４
．
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
の
考
慮

機
関
投
資
家
は
気
候
変
動
問
題
を
含
む
重
要
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
い
か
に
考
慮
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
原
則

Ｅ
）。
機
関
投
資
家
に
よ
る
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
結
び
付
く
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
増
加
を
踏
ま
え
、
機
関
投
資
家
に
対
し
て
長
期
的
視
点

に
立
つ
べ
く
投
資
時
間
軸
（tim

e�horizon
）
に
関
す
る
開
示
を
求
め
（
各
則
10
）、
多
く
の
場
合
に
長
期
的
視
点
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
（
指
針
10
）。

英
国
の
改
訂
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
原
案
で
は
、
機
関
投
資
家
は
重
要
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
て
い
る
か

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
を
記
載
し
、
二
〇
一
八
年
九
月
企
業
年
金
受
託
者
は
投
資
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
財
務
的
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
あ
る
こ
と
等
を
示
し
た
企
業
年
金
制
度
に
関
す
る
規
則
を
改
正
し
て
い
る
（
55
）

。

他
方
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
の
考
慮
の
必
要
性
は
全
投
資
家
に
共
通
課
題
で
あ
る
も
の
の
、
個
別
企
業
の
限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
投
入
に
お
い

て
は
問
題
が
異
な
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
（
56
）

。
投
資
先
企
業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
の
問
題
は
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
か
か

る
事
業
内
容
と
し
て
普
遍
的
要
因
が
強
い
が
、
こ
れ
に
投
資
を
行
う
投
資
家
に
お
い
て
は
受
託
者
責
任
を
担
っ
て
い
る
受
益
者
に
対
す
る

リ
タ
ー
ン
確
保
の
問
題
は
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
図
る
上
で
の
考
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
よ
う
か
（
私
見
）。

（
三
四
五
）
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二
〇
四

八�

．
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
多
様
化
と
企
業
価
値
向
上
、�

な
ら
び
に
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
よ
る
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス

１
．
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
多
様
化
と
資
本
戦
略

ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
改
定
や
最
新
の
規
制
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
つ
い
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
な
ど
、
主
と
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
取
締
役
会
、
資
本
コ
ス
ト
等
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
取
締
役
会
に
つ
い

て
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
在
り
方
、
特
に
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
の
役
割
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

柔
軟
さ
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
課
題
と
な
る
。
資
本
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
具
体
的
指
標
の
設
定
と
重
視
の
程
度
、
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
提
示
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
超
過
利
潤
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
や
資
本
コ
ス
ト
を
重
視
し
す
ぎ
る
と
成
長
分
野
へ
の
投
資
が
し
に
く

く
な
る
と
い
う
根
本
的
な
問
題
も
あ
り
、
今
後
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
改
善
、
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
深
化
、
規
制
の
制
度
設
計
に

向
け
た
官
民
挙
げ
て
の
一
層
の
取
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

２
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
の
示
唆

二
〇
一
八
年
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
定
に
関
し
て
、
そ
の
た
た
き
台
の
役
割
を
担
っ
た
二
〇
一
六
年G

reen�

P
aper

に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
規
制
の
強
化
、
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
を
前
提
と
す
る
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
取
締
役
会
の
意
思
決
定
等
に
反
映
さ
せ
る
新
た
な
枠
組
み
の
模
索
、
大
規
模
非
公
開
企
業
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
等
に
つ
い
て
会
社
法
改
正
を
含
め
、
見
直
し
を
行
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。

（
三
四
六
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
〇
五

ま
た
英
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
に
お
い
て
は
二
〇
〇
六
年
英
国
会
社
法
一
七
二
条
が
取
締
役
に
対
し
て
求
め
る
内
容
が
実
質
的

に
義
務
化
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
定
に
お
い
て
同
様
の
内
容
を
投
資
家
に
も
義
務
化
す
る
こ

と
に
賛
同
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
整
合
性
の
あ
る
改
定
を
通
じ
て
実
質
化
を
進
め
て
い
く
局
面
に
お
い
て
、

ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
重
要
性
を
示
す
内
容
と
な
ろ
う
。
我
が
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
に
つ
い
て
は
、
直
近
に
お
い
て
Ａ
Ｇ
Ｇ
Ａ
か
ら

も
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

開
示
面
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
シ
ョ
ー
ト
タ
ー
ミ
ズ
ム
是
正
等
の
視
点
も
あ
り
、
四
半
期
開
示
の
撤
廃
が
唱
え
ら
れ
、
ま
た
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
と
記
述
情
報
に
か
か
る
有
価
証
券
報
告
書
の
一
体
化
も
今
後
の
課
題
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
金
融
商
品
取

引
法
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
の
接
近
の
傾
向
が
窺
え
る
中
で
（
57
）

、
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
整
理
も

金
商
法
の
規
定
も
含
め
検
討
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
に
向
け
て
開
示
面
の
強
化
、
非
財
務
情
報
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
と
の
整
合
性
な
ど
も
投
資
リ
タ
ー
ン
を
求
め

る
機
関
投
資
家
に
お
い
て
共
通
す
る
面
も
少
な
く
な
い
だ
け
に
重
要
な
課
題
と
な
る
。
欧
米
や
政
府
内
の
整
合
性
を
図
り
、
コ
ー
ド
以
外

に
も
企
業
開
示
、
各
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
含
め
た
全
体
の
見
直
し
を
進
め
る
方
向
性
は
参
考
と
な
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
な

ど
広
範
な
社
会
的
影
響
を
明
示
的
に
盛
り
込
み
、
取
締
役
の
職
務
遂
行
の
上
で
必
要
性
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
。
ダ
ブ
ル

コ
ー
ド
間
の
平
仄
合
わ
せ
、
整
合
性
も
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
面
で
一
層
重
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

特
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
多
様
化
へ
の
対
処
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
お
け
るE

quity

（
資
本
）
と

D
ebt

（
負
債
）
の
利
害
対
立
も
表
面
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
透
明
責
任
へ
の
対
処
、
実
質
株
主
の
具
体
化
、
更
に
は
英
国

二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
に
み
る
よ
う
なD

ebt

（
負
債
）
サ
イ
ド
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
考
慮
な
ど
の
新
し
い
傾
向
に
そ
の
萌

（
三
四
七
）
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芽
が
み
ら
れ
る
（
58
）

。

３
．
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
債
権
者
と
社
外
取
締
役
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
─
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
─

⑴
　
社
外
取
締
役
に
対
す
る
歯
止
め
、
監
視
の
必
要
性
─
銀
行
融
資
機
能
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
─

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
中
で
も
一
定
の
債
権
者
と
社
外
取
締
役
の
間
に
は
、
当
該
企
業
の
中
長
期
的
企
業
価
値

向
上
の
役
割
を
果
た
す
上
で
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
窺
え
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
（
以
下
、
私
見
）。
当
該
企
業
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

で
中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
の
真
の
担
い
手
、
あ
る
い
は
公
平
に
体
現
で
き
る
者
に
つ
い
て
の
公
平
な
視
点
や
利
益
の
複
線
的
な
担
保

の
必
要
性
で
も
あ
る
。
株
主
は
社
外
、
社
外
取
締
役
は
社
内
に
あ
っ
て
そ
の
役
割
を
担
う
は
ず
の
者
で
あ
る
が
、
社
外
取
締
役
は
株
主
、

特
に
一
般
株
主
や
少
数
株
主
の
利
益
代
表
と
し
て
そ
の
意
見
を
絶
対
視
す
る
傾
向
が
な
し
と
し
な
い
。
社
外
取
締
役
の
全
般
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
内
部
の
相
互
チ
ェ
ッ
ク
機
能
、
指
名
委
員
会
や
独
立
社
外
取
締
役
会
議
あ
る
い
は
筆
頭

独
立
取
締
役
制
度
、
更
に
は
取
締
役
会
評
価
（board�evaluation

）
等
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
最
終
的
に
は
株
主
総
会
に
お
け
る

選
解
任
と
い
う
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
ま
た
形
式
的
に
厳
格
な

も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
格
付
機
関
や
決
権
行
使
助
言
会
社
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
の
必
要
性
も
議
論
に
上
り
つ
つ
あ
る
。

形
式
的
に
独
立
性
の
高
い
社
外
取
締
役
、
一
般
あ
る
い
は
少
数
株
主
等
に
対
す
る
過
度
の
依
存
も
ま
た
リ
ス
ク
を
伴
い
か
ね
な
い
。
社

外
取
締
役
は
、
株
主
更
に
は
広
く
企
業
価
値
向
上
に
向
け
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
を
担
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
銀
行
の
融
資
担
当
者

と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
浮
か
び
上
が
る
。

現
在
の
我
が
国
の
状
況
で
は
、
社
外
取
締
役
が
不
足
し
、
社
外
取
締
役
に
対
す
る
研
修
の
必
要
性
が
説
か
れ
る
。
現
状
で
は
ま
だ
顕
在

化
し
て
い
な
い
問
題
と
考
え
る
が
、
い
ず
れ
人
材
の
流
動
化
な
ど
成
熟
段
階
に
入
れ
ば
、
検
討
課
題
と
し
て
そ
の
暴
走
に
対
す
る
一
定
の

（
三
四
八
）
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ポ
レ
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バ
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（
藤
川
）

二
〇
七

歯
止
め
の
予
防
的
設
定
も
遡
上
に
上
ろ
う
か
。
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
弱
い
内
部
管
理
規
定
、
あ
る
い
は
コ
ー
ド
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
る
対
応
も
考
え
ら
れ
る
。

社
外
取
締
役
の
意
見
が
も
と
よ
り
全
て
天
の
声
で
も
な
く
、
在
任
期
間
が
長
期
に
及
び
、
更
に
社
内
の
特
定
勢
力
と
結
合
す
る
潜
在
的

な
リ
ス
ク
も
な
し
と
し
な
い
。
実
際
上
、
社
外
取
締
役
を
業
と
す
る
職
業
専
門
家
も
今
後
は
生
じ
か
ね
ず
、
自
身
の
ポ
ス
ト
の
維
持
に
拘

泥
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
自
体
は
、
欧
米
の
よ
う
に
経
営
陣
の
人
材
の
流
動
化
を
示
す
も
の
と
し
て
是
と
さ
れ
る
面
は
勿
論
存

在
す
る
。

取
締
役
会
評
価
を
内
部
の
自
己
評
価
の
み
な
ら
ず
第
三
者
機
関
に
も
委
ね
、
か
つ
評
価
対
象
に
つ
い
て
社
外
取
締
役
を
含
む
個
別
取
締

役
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
拡
大
し
、
合
わ
せ
て
任
期
更
新
に
も
年
数
制
限
の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
任
意
規
律
と

し
て
提
示
で
き
る
。
就
任
当
初
こ
そ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ほ
か
経
営
陣
と
中
立
で
あ
っ
た
が
、
長
期
に
及
び
、
業
界
環
境
や
会
社
業
務
の
み
な
ら
ず
、

社
内
の
人
脈
等
の
事
情
に
通
じ
、
あ
る
い
は
取
締
役
会
に
お
け
る
多
数
決
の
議
決
権
争
奪
に
自
然
と
巻
き
こ
ま
れ
る
怖
れ
も
あ
る
。
も
っ

と
も
社
内
の
派
閥
争
い
自
体
は
企
業
の
活
力
の
源
泉
の
一
つ
で
も
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
決
し
て
無
価
値
な
も
の
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
社

外
取
締
役
に
対
し
て
は
第
三
者
委
員
会
に
よ
る
事
後
的
評
価
・
監
視
の
ほ
か
、
独
立
社
外
取
締
役
会
の
職
責
と
し
て
常
時
監
視
を
図
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

指
名
・
報
酬
委
員
会
な
ど
に
お
い
て
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
パ
ワ
ー
を
社
外
取
締
役
が
握
る
こ
と
は
、
社
外
取
締
役
に
求
め
ら
れ
る
当
初
の
制

度
趣
旨
で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
社
内
社
外
の
事
情
を
掌
握
し
、
社
内
の
信
頼
も
得
て
き
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
年
数
が
長
期
化

す
る
ほ
ど
職
務
遂
行
能
力
、
判
断
力
も
向
上
し
う
る
、
当
該
企
業
と
し
て
も
有
能
な
人
材
を
活
用
し
え
た
こ
と
に
な
り
、
社
外
取
締
役
導

入
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
良
好
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
。

（
三
四
九
）
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二
〇
八

こ
の
点
で
銀
行
の
融
資
担
当
者
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
想
起
さ
れ
る
。
筆
者
の
銀
行
融
資
の
経
験
か
ら
も
、
例
え
ば
融
資
担
当
者
は
取
引

先
企
業
に
常
駐
し
て
い
な
く
と
も
、
財
務
面
の
定
量
分
析
は
当
然
と
し
て
定
性
的
な
非
財
務
・
記
述
情
報
、
社
内
の
人
事
内
容
も
熟
知
し
、

一
体
感
も
持
つ
に
至
る
、
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
大
企
業
の
巨
額
の
設
備
資
金
に
対
し
て
責
任
あ
る
融
資
の
詳
細
な
審
査
は
で
き
な
い
。

取
引
先
企
業
か
ら
膨
大
な
資
料
を
徴
し
、
何
度
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
の
面
談
も
繰
り
返
す
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
三
年

程
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
融
資
担
当
は
異
動
す
る
と
い
う
人
事
シ
ス
テ
ム
を
多
く
の
銀
行
で
は
採
り
、
公
正
性
等
を
担
保
せ
ん
と
す
る
。

社
外
取
締
役
も
一
定
の
長
期
に
亘
れ
ば
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
の
経
験
者
で
は
な
く
と
も
当
該
企
業
の
社
内
社
外
の
事
情
に
通
じ
、
大
き
な
監
視

機
能
を
発
揮
し
得
る
に
至
る
と
考
え
る
。
取
締
役
会
が
戦
略
立
案
型
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
主
体
型
で
構
成
メ
ン
バ
ー

を
少
数
に
絞
り
、
社
外
取
締
役
が
過
半
数
を
占
め
議
論
や
決
定
に
お
い
て
比
重
が
大
き
く
な
れ
ば
一
層
こ
う
し
た
傾
向
は
強
ま
る
と
思
料

さ
れ
る
。

反
面
で
、
そ
う
い
う
時
期
に
な
れ
ば
こ
そ
適
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
銀
行
の
融
資
担
当
者
の
場

合
も
、
在
任
が
長
い
ほ
ど
、
融
資
先
企
業
の
経
営
陣
等
に
対
す
る
グ
リ
ッ
プ
も
効
き
、
当
該
取
引
先
が
有
力
、
高
業
績
企
業
で
あ
れ
ば
ラ

イ
バ
ル
銀
行
と
の
融
資
競
争
に
も
遅
れ
を
と
ら
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
当
該
銀
行
に
あ
る
こ
と
と
類
似
す
る
が
、
そ
れ
で
も
単
に
融
資
先
と
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
と
な
る
よ
う
な
癒
着
の
防
止
の
み
で
な
く
、
違
反
性
は
全
く
な
く
と
も
廉
潔
性
、
自
己
規
律
等
の
維
持
か
ら
一

定
の
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
相
似
し
よ
う
。
こ
の
点
で
、
総
合
商
社
な
ど
で
は
入
社
時
以
来
、
社
員
は
総

じ
て
転
勤
こ
そ
あ
っ
て
も
同
一
業
界
を
担
い
続
け
、
商
社
力
を
強
め
ん
と
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
と
対
比
さ
れ
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

違
反
が
許
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
銀
行
の
場
合
は
、
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
が
預
金
を
源
泉
と
す
る
公
益
性
な
ど
か
ら
、

他
の
業
界
の
善
管
注
意
義
務
よ
り
も
水
準
が
高
い
（
59
）

と
さ
れ
る
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
社
外
取
締
役
が
、
支
配
株
主
の
利

（
三
五
〇
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
〇
九

害
で
な
く
一
般
株
主
あ
る
い
は
少
数
株
主
の
利
益
を
代
表
す
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
に
馴
染
も
う
。
二
〇
〇
六
年
英
国
会
社
法
の
よ
う
に

我
が
国
も
取
締
役
の
企
業
価
値
向
上
義
務
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
コ
ー
ド
に
明
記
す
る
べ
き
時
期
が
近
付
い
て
い
よ
う
。

英
国
の
二
〇
一
六
年G

reen�P
aper

で
は
株
主
以
外
の
労
働
者
・
顧
客
そ
の
他
の
広
範
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
会
社
経
営

上
の
意
思
決
定
に
適
切
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
枠
組
み
作
り
を
検
討
項
目
に
掲
げ
る
（
60
）

。
制
度
的
背
景
に
は
、
二
〇
〇
六
年
会
社
法
が
規
定

し
た
長
期
的
な
会
社
事
業
の
成
功
を
促
進
す
る
取
締
役
の
一
般
的
義
務
（
同
法
一
七
二
条
）
の
存
在
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

現
下
の
我
が
国
の
上
場
企
業
の
大
部
分
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
国
際
性
を
含
め
社
外
取
締
役
の
人
材
難
の
局
面
で
あ
り
、
社
外
取
締
役
の
会

社
法
に
よ
る
義
務
付
け
も
よ
う
や
く
今
般
導
入
さ
れ
る
段
階
で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
発
現
に
は
年
数
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
が
、

考
慮
す
べ
き
今
後
の
課
題
と
考
え
る
。

そ
の
場
合
、
米
国
エ
ン
ロ
ン
事
件
後
に
お
い
て
Ｓ
Ｏ
Ｘ
（
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
リ
ー
）
法
（P

ublic�C
om
pany�A

ccounting�R
eform

�and�

Investor�P
rotection�A

ct�of�2002�

上
場
企
業
会
計
改
革
お
よ
び
投
資
家
保
護
法
）
な
ど
に
よ
り
米
国
で
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

が
進
め
ら
れ
、
財
務
報
告
プ
ロ
セ
ス
厳
格
化
、
情
報
開
示
の
強
化
と
合
わ
せ
て
監
査
の
独
立
性
強
化
が
図
ら
れ
た
が
、
再
び
リ
ー
マ
ン
金

融
危
機
に
お
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
の
問
題
が
議
論
に
な
り
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
制
定
等
に
繋
が
っ
た
。
形
式
的
な
独
立
性
の
強

化
を
一
層
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
粉
飾
決
算
や
財
務
諸
表
の
信
頼
等
会
計
不
正
や
法
的
な
不
祥
事
の
対
応
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
で

も
な
い
。
法
令
遵
守
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
は
い
か
な
る
場
合
に
も
宥
恕
さ
れ
な
い
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
も
う
一
つ
の
究
極
目
標
で
あ
る
経
営
の
妥
当
性
の
局
面
、
指
名
・
報
酬
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
対
応
の
課
題
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
経
営
判
断
（business�judgem

ent

）、G
roup�T

hinking

に
か
か
る
領
域
で
取
締
役
の
信
頼
の
原
則
な
ど
に
も
関
わ
る
。
そ

の
時
点
で
は
正
誤
の
つ
け
に
く
い
、
あ
る
い
は
当
該
社
外
取
締
役
な
ど
社
外
役
員
に
対
す
る
責
任
追
及
を
行
い
に
く
い
領
域
の
課
題
で
あ

（
三
五
一
）
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〇

る
（
61
）

。
社
外
役
員
に
は
大
き
な
権
限
を
付
与
し
、
実
際
に
は
責
任
追
及
が
さ
れ
に
く
い
。
ま
た
代
表
訴
訟
に
対
す
る
防
波
堤
と
し
て
、
社
外

取
締
役
に
は
会
社
補
償
あ
る
い
は
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
整
備
も
会
社
法
上
進
め
ら
れ
る
。

戦
略
決
定
の
ミ
ス
で
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
喪
失
し
、
あ
る
い
は
会
社
破
綻
の
危
機
を
招
く
場
合
に
は
、
社
外
取
締
役
と
い
え

ど
も
積
極
的
妥
当
性
に
か
か
る
責
任
追
及
の
枠
組
み
を
構
築
で
き
な
い
か
。
萎
縮
効
果
を
招
き
、
結
果
責
任
を
問
う
こ
と
に
な
る
と
の
反

論
も
あ
ろ
う
が
、
一
定
の
歯
止
め
の
必
要
性
を
提
言
し
て
お
き
た
い
。

監
査
法
人
同
様
、
社
外
取
締
役
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
既
に
議
論
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論

の
深
化
に
伴
い
、
比
重
を
高
め
て
遡
上
に
上
る
問
題
で
あ
る
。
人
材
不
足
の
折
で
も
あ
り
、
強
制
力
は
伴
わ
ず
と
も
コ
ー
ド
や
上
場
規
則

に
織
り
込
み
、C

om
ply�or�E

xplain
の
対
象
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
記
載
事
項
を
求
め
る
か
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
し
て
一
層
の
規
律
を
図
る
か
。
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
あ
る
規
律
付
け
は
想
定
し
に
く
く
、
更
な
る
設
計
に
向
け
た
検
討
に
な
ろ
う
。

⑵
　
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
債
権
者
と
中
長
期
的
企
業
価
値

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
債
権
者
と
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
つ
い
て
、
銀
行
の
場
合
は
債
権
者
と
し
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
立
場
で
経
営
陣
と
対
話
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
構
築
を
図
る
こ
と
と
な
る
。
要
す
れ
ば
、
特
に
長
期
安
定
資
金
を
提
供
し
て
い
る

金
融
機
関
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
に
向
け
た
適
切
な
役
割
を
担
い
得
る
こ
と
、
対
象
企
業
と
し
て
は
財
務
面
が
健
全
な
構
成
の
状
態
に
あ
る

中
で
成
長
機
会
を
模
索
す
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
短
期
資
金
借
り
換
え
を
継
続
す
る
ケ
ー
ス
、
あ
る
い
は
限
度
枠

設
定
の
ケ
ー
ス
も
、
実
質
的
な
長
期
運
転
資
金
と
し
て
固
定
長
期
適
合
率
の
検
討
に
お
い
て
は
安
定
資
金
と
し
て
算
入
し
、
将
来
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
試
算
に
織
り
込
む
こ
と
も
有
意
な
こ
と
と
な
ろ
う
、
特
に
金
利
の
下
降
局
面
で
は
こ
う
し
た
事
態
が
想
定
し
得
る
。
以
下
で
、

具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
三
五
二
）
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二
一
一

株
主
と
は
相
違
し
、
四
半
期
決
算
の
報
告
を
徴
し
、
あ
る
い
は
月
次
の
決
算
報
告
を
毎
月
受
け
て
い
て
も
配
当
や
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

目
的
と
い
っ
た
短
期
的
な
視
点
に
は
な
ら
ず
、
勿
論
例
外
も
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
企
業
の
中
長
期
的
な
成
長
を
視
野
に
置
く
こ
と
に

な
る
。
短
期
の
運
転
資
金
融
資
で
な
く
、
大
型
の
設
備
投
資
融
資
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
Ｐ
Ｆ
）
の
場
合
は
特
に
そ
の
傾

向
が
強
ま
る
。

一
部
の
利
益
追
及
を
優
先
す
る
銀
行
、
あ
る
い
は
融
資
で
な
く
株
式
取
得
が
メ
イ
ン
の
投
資
銀
行
型
業
務
で
は
こ
の
限
り
で
は
な
か
ろ

う
が
、
長
期
設
備
資
金
に
対
す
る
融
資
業
務
で
は
特
に
短
期
的
視
野
の
株
主
と
債
権
者
の
利
害
相
反
が
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
長

期
資
金
融
資
の
場
合
は
当
該
融
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
投
資
回
収
年
数

の
算
出
、
債
務
償
還
年
数
試
算
、
こ
れ
を
セ
グ
メ
ン
ト
の
一
つ
と
し
た
全
社
の
中
長
期
的
損
益
表
と
予
想
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
資
金
計
画

表
の
算
定
等
を
銀
行
側
が
独
自
に
連
結
企
業
グ
ル
ー
プ
を
含
め
て
試
算
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
企
業
の
申
し
出
数
値
の
修
正
も
求
め
て
い

く
。
そ
の
場
合
は
財
務
数
値
の
み
な
ら
ず
生
産
販
売
状
況
、
経
営
陣
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
記
述
情
報
も
詳
細
に
調
査
、
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
行
う
。
第
一
義
に
は
銀
行
が
融
資
期
間
に
お
け
る
貸
付
金
回
収
を
確
実
に
す
る
こ
と
が
念
頭
に
あ
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
企

業
側
の
見
透
し
の
甘
さ
の
是
正
を
図
り
、
ひ
い
て
は
中
長
期
的
な
成
長
、
企
業
価
値
向
上
に
も
株
主
と
は
異
な
っ
た
公
平
な
視
点
か
ら
資

す
る
こ
と
に
な
る
。
銀
行
あ
る
い
は
間
接
金
融
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
効
果
と
い
え
よ
う
（
62
）

。

経
営
陣
と
株
主
と
の
対
話
の
内
容
、
債
権
者
で
あ
る
銀
行
と
の
対
話
の
目
的
等
に
は
当
然
異
同
も
あ
り
、
更
に
銀
行
の
融
資
の
具
体
的

な
内
容
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
の
一
員
か
な
ど
当
該
企
業
と
の
立
ち
位
置
の
相
違
も
加
わ
っ
て
債
権
者
と
し
て
の
銀
行
と

言
っ
て
も
一
概
に
括
れ
な
い
。
更
に
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
い
っ
て
も
短
期
的
な
運
転
資
金
融
資
に
よ
っ
て
資
金
繰
り
に
お
い
て
決
定
的
な
力

を
有
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
負
債
比
率
は
元
来
低
く
、
固
定
長
期
適
合
率
（
63
）

が
一
〇
〇
％
以
内
な
ど
長
期
安
定
的
な
調
達
状
況
下
で
設
備
資

（
三
五
三
）
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二
一
二

金
に
お
け
る
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
な
っ
て
い
る
の
か
等
、
設
備
投
資
な
ど
資
金
需
要
と
調
達
の
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（duration （64
））

あ
る
い
は

マ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
加
味
し
、
状
況
に
応
じ
て
そ
の
役
割
、
位
置
付
け
も
多
様
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
短
期
資
金
借
り
換
え
を
継
続
す
る
場

合
は
、
長
期
安
定
的
な
調
達
と
し
て
分
母
に
加
え
る
こ
と
も
あ
り
、
借
入
資
金
の
分
類
は
実
質
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
お
よ
び
債
務
の
残
存
期
間
に
応
じ
て
説
明
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

社
外
取
締
役
の
役
割
、
機
能
に
し
て
も
同
様
に
区
々
に
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
化
を
図
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
軽
重
、
今
後
の
変

容
の
可
能
性
な
ど
明
快
な
図
式
化
を
図
る
こ
と
の
意
義
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
逐
一
の
詳
細
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
示
す

か
、
あ
る
い
は
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
と
説
明
責
任
の
組
み
合
わ
せ
に
ウ
エ
イ
ト
を
お
く
べ
き
か
な
ど
検
討
が
必
要
に
な
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
融
資
な
ど
長
期
資
金
融
資
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
こ
う
し
た
銀
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
効
果
は
中
立
的
か
つ
適
切
さ
を
増
す

こ
と
に
な
る
。
機
関
投
資
家
の
場
合
は
受
託
者
責
任
を
担
う
限
り
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
規
律
に
は
限
界
も
あ
り
、
支
配
株
主
と
少
数
株
主
の
相
克

な
ど
も
あ
っ
て
株
式
保
有
と
議
決
権
の
分
離
の
制
度
的
な
議
論
が
出
さ
れ
る
所
以
と
も
な
っ
て
く
る
。
株
主
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
最
終

の
拠
り
所
と
す
る
場
合
の
問
題
点
と
も
な
り
、
社
外
取
締
役
が
果
た
し
て
誰
の
利
益
を
代
表
し
て
い
る
か
な
ど
議
論
が
堂
々
巡
り
し
か
ね

な
い
背
景
と
も
な
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
根
本
に
お
い
て
、
我
が
国
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
債
権
者
な
ど
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
を
も
重
要
視
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
コ
ー
ド
に
書
き
入
れ
る
か
は
と
も
か
く
、
債
権
者
の
行
動
に
か
か
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
機
能
あ
る
い
は
規
律
に
つ
い
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
そ
の
他
で
適
切
な
誘
導
を
は
か
り
、
当
該
企
業
の
中
長
期
的
な
価
値
向
上
に
向
か
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

英
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
で
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
う
ち
従
業
員
に
つ
い
て
今
般
改
訂
に
よ
っ
て
記
述
が
加
え
ら
れ
た
。
取
締

（
三
五
四
）
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二
一
三

役
会
に
従
業
員
の
意
見
が
届
く
シ
ス
テ
ム
と
し
て
三
つ
の
手
法
が
改
訂
コ
ー
ド
各
則
５
（P

rovision�5

）
に
規
定
さ
れ
た
（
65
）

。
即
ち
取
締
役

会
は
①
従
業
員
代
表
の
取
締
役
招
聘
、
②
従
業
員
に
諮
問
す
る
正
式
な
会
議
の
設
置
、
③
従
業
員
と
の
対
話
を
担
当
す
る
非
業
務
執
行
取

締
役
の
配
置
の
う
ち
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
組
合
せ
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
も
選
択
し
な
い
場
合
は
、
自
社
に
と
り
実
効

的
な
代
替
策
を
実
効
的
で
あ
る
と
す
る
理
由
と
併
せ
て
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
英
国
で
は
元
来
、
経
営
陣
に
は
従
業
員
出
身
者
が
多
く
な
く
、
米
国
同
様
に
経
営
陣
の
人
材
が
流
動
化
し
て
い
る
こ
と
が
従

業
員
重
視
に
傾
い
て
い
る
こ
と
の
背
景
に
あ
り
、
我
が
国
で
は
従
業
員
出
身
の
経
営
陣
が
大
半
で
あ
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
経
営
執
行
陣

に
は
流
動
的
な
職
業
経
営
者
の
登
用
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
我
が
国
と
は
実
状
が
異
な
る
。

金
融
機
関
の
政
策
投
資
株
式
保
有
に
対
し
て
は
改
訂
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
金
融
庁
か
ら
制
限
が
強
ま
っ
て
い
る
が
、
銀
行

の
場
合
は
元
々
五
％
ル
ー
ル
が
あ
り
、
本
来
は
事
業
会
社
に
対
す
る
支
配
株
主
を
目
論
む
も
の
で
は
な
い
。

中
立
、
中
長
期
の
視
点
か
ら
継
続
的
な
企
業
の
成
長
に
資
す
る
べ
く
、
一
部
の
特
別
な
趣
旨
を
目
的
と
し
た
投
融
資
は
別
と
し
、
あ
る

い
は
制
約
を
か
け
て
、
特
に
一
部
上
場
企
業
な
ど
に
お
い
て
長
期
安
定
資
金
の
調
達
先
で
あ
る
メ
イ
ン
バ
ン
ク
な
ど
を
念
頭
に
経
営
陣
あ

る
い
は
独
立
取
締
役
が
大
口
債
権
者
で
あ
る
金
融
機
関
と
対
話
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
一
層
促
進
す
る
方
向
の
制
度
設
計
が
考
え
ら
れ

な
い
か
、
一
石
を
投
じ
た
い
。
英
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
異
な
っ
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
つ
い
て
は
従
業
員
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
債
権
者
に
関
す
る
規
律
、
あ
る
い
は
そ
の
機
能
の
利
活
用
を
検
討
の
対
象
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。
全
て
の
機
関
投
資
家
等
と

の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
縮
小
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
債
権
者
と
の
対
話
に
拡
大
し
、
就
中
適
切
・
有
意
義
な
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
構
築
で
き
る
金
融
機
関
等
に
対
し
て
は
関
係
構
築
の
深
度
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
有
意
と
考
え
る
。

そ
の
場
合
、
金
融
機
関
特
に
銀
行
経
営
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
現
下
のF

inT
ech

・A
I

の
台
頭
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

（
三
五
五
）
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二
一
四

グ
活
用
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
の
直
接
金
融
の
ウ
エ
イ
ト
増
大
、
今
後
の
預
金
と
融
資
を
前
提
と
し
た
銀
行
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

変
容
の
可
能
性
な
ど
、
金
融
構
造
の
大
き
な
変
革
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
に
も
十
分
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
や

み
く
も
に
長
期
資
金
融
資
の
機
能
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
利
活
用
を
推
挙
す
る
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
大
手
上
場
企
業
に
お
い
て
は
、

当
面
は
中
長
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
金
の
調
達
に
お
い
て
銀
行
な
ど
金
融
機
関
の
融
資
は
、
社
債
と
異
な
り
、
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響

が
相
対
的
に
少
な
く
、
依
然
と
し
て
安
定
的
な
調
達
先
と
し
て
我
が
国
で
は
な
お
も
機
能
し
う
る
と
思
料
さ
れ
る
。
対
話
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
通
じ
、
経
営
陣
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
理
解
を
示
す
株
主
と
、
更
に
は
金
融
機
関
に
対
す
る
経
営
陣

か
ら
の
逆
選
別
に
向
か
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う

４
．
適
切
な
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
よ
る
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス

現
下
の
新
し
い
課
題
と
し
て
規
制
の
面
で
は
、
①
株
価
低
迷
の
折
、
パ
ッ
シ
ブ
運
用
が
主
流
と
な
る
中
で
パ
ッ
シ
ブ
運
用
に
対
し
て
も

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
が
問
わ
れ
、
議
決
権
助
言
会
社
に
対
す
る
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
議
決
権
助
言
会
社
に
対
す
る
規
制
強

化
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
②
更
に
、
Ｅ
Ｕ
法
制
に
お
い
て
会
社
に
お
い
て
は
株
主
が
誰
で
あ
る
か
を
知
る
権
利
が
あ
る
と
さ
れ
、

議
決
権
行
使
な
ど
適
切
な
株
主
権
行
使
の
前
提
と
し
て
情
報
開
示
と
と
も
に
制
度
設
計
が
問
わ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
第
二
次
株
主
権
指
令
で

は
、
株
式
預
託
機
関
・
機
関
投
資
家
な
ど
仲
介
機
関
に
対
し
て
上
場
会
社
の
在
り
方
に
つ
い
て
包
括
的
な
役
割
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
か
か
る
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
仲
介
機
関
の
透
明
性
向
上
を
図
り
、
機
関
投
資
家
や
資
産
運
用
業
者
、

議
決
権
行
使
助
言
会
社
に
対
し
て
一
定
の
義
務
を
課
す
る
こ
と
は
企
業
の
成
果
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
得
る
こ
と
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
。

③
も
っ
と
も
情
報
開
示
・
透
明
性
に
つ
い
て
は
、
投
資
ノ
ウ
ハ
ウ
を
同
業
他
社
に
知
ら
れ
た
く
な
い
機
関
投
資
家
・
フ
ァ
ン
ド
か
ら
は
、

C
om
ply�or�E

xplain

ル
ー
ル
の
下
で
も
私
企
業
の
営
業
秘
密
へ
の
介
入
と
し
て
批
判
も
出
さ
れ
る
。
規
制
に
よ
る
情
報
開
示
の
在
り
方

（
三
五
六
）
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二
一
五

が
問
わ
れ
ソ
フ
ト
ロ
ー
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
手
法
に
か
か
っ
て
く
る
。
④
株
主
の
み
な
ら
ず
、
多
様
化
し
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
対
す
る
配
慮
が
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社
法
一
七
二
条
に
お
け
る
取
締
役
の
義
務
と
し
て
求
め
ら
れ
、
株
主
価
値
最
大
化
に
関
す
る

考
え
方
が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
に
ま
で
拡
大
、
洗
練
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
株
主
コ
ス
ト
の
み
な
ら
ずD

ebt

（
負
債
）
面
も
考
慮
し
た
全

体
と
し
て
の
資
本
コ
ス
ト
あ
る
い
は
最
適
資
本
構
成
を
重
視
す
る
方
向
性
と
い
え
る
。
機
関
投
資
家
側
の
国
連
Ｐ
Ｒ
Ｉ
原
則
（
責
任
投
資

原
則P

rinciples�for�R
esponsible�Investm

ent

）
に
依
拠
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（E

nvironm
ent

、S
ocial

、G
overnance

）
投
資
、
投
資
先
企
業
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（S

ustainable�D
evelopm

ent�G
oals�

持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
一
七
項
目
の
自
社
の
事
業
活
動
へ
の
取
り
込
み
な
ど
、
幅

広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
配
慮
が
企
業
と
社
会
の
共
通
価
値
創
造
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
）
を
通
じ
、
企
業
価
値
の
持
続
的
向
上
、
機
関
投

資
家
の
長
期
的
リ
タ
ー
ン
拡
大
に
繋
が
る
新
し
い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
現
の
局
面
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
ア
ベ
ミ
ク
ス
に

お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
と
も
整
合
す
る
。
従
来
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
考
え

方
は
と
も
す
れ
ば
株
主
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
分
け
て
考
え
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
指
標
を
重
要
視
し
、
ま
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）

と
効
率
性
向
上
を
二
律
背
反
的
に
位
置
付
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
と
大
き
く
方
向
性
を
変
え
て
き
て
い
る
。
む
し
ろ
総
合
的
な
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
全
体
の
組
織
態
勢
を
整
え
、
株
主
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
調
整
を
い
か
に
図
る
の
か
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
な
ど
非
財
務

面
も
含
め
て
資
本
コ
ス
ト
を
い
か
に
想
定
し
、
統
合
報
告
書
（Integrated�R

eporting （66
））

な
ど
の
開
示
を
通
し
て
中
長
期
計
画
策
定
に
反
映

さ
せ
る
か
、
企
業
と
し
て
は
経
営
企
画
部
・
財
務
部
・
法
務
部
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
態
勢
整
備
が
求
め
ら
れ
よ
う
（
67
）

。

債
権
者
の
利
益
代
弁
を
担
う
べ
き
非
業
務
執
行
取
締
役
の
機
能
を
コ
ー
ド
に
規
定
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
選
任
方
法

と
取
締
役
会
内
部
の
主
導
権
争
い
、
利
益
相
反
の
リ
ス
ク
、
取
締
役
と
し
て
の
一
般
的
義
務
と
の
相
克
、
更
に
は
代
表
権
の
付
与
に
お
い

て
第
三
者
委
員
会
な
ど
業
務
執
行
性
が
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
に
対
す
る
手
当
の
ほ
か
、
予
定
さ
れ
る
会
社
法
改
正
の
重
要
事
項
に
も
関
わ

（
三
五
七
）
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る
論
点
が
内
包
さ
れ
、
実
際
に
は
容
易
で
な
い
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
代
表
取
締
役
な
ど
の
概
念
の
統
一
に
加
え
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
今
後
の

コ
ー
ド
の
実
質
化
に
向
け
た
議
論
や
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
整
備
を
図
る
上
で
も
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
あ
る
会

社
法
あ
る
い
は
金
融
商
品
取
引
法
に
根
拠
を
有
し
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
コ
ー
ド
鼎
立
に
向
け
、
更
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

英
国
は
コ
モ
ン
ロ
ー
の
背
景
の
下
、
会
社
法
で
は
企
業
価
値
向
上
義
務
等
を
定
め
、
個
別
の
詳
細
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
で
規
定
を

置
く
形
を
採
っ
て
お
り
、
コ
ー
ド
が
明
確
に
会
社
法
の
補
完
性
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
我
が
国
は
会
社
法
に
組
織
法
の
根

本
規
定
を
置
き
、
会
社
法
と
は
切
り
離
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
で
は
比
較
的
に
概
括
的
内
容
を
載
せ
て
い
た
が
、
今
般
の
改
訂
に
よ

り
徐
々
に
詳
細
に
な
っ
て
プ
リ
ン
シ
プ
ル
の
良
さ
を
失
な
い
つ
つ
あ
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
持
つ
本
来
の
柔
軟
さ
も
な
く

な
っ
て
き
た
と
評
さ
れ
る
。
公
開
会
社
法
を
持
た
な
い
我
が
国
に
お
い
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
そ
の
実
質
的
な
機
能
を
果
た
し
、

強
行
法
規
化
の
傾
向
を
見
せ
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
い
き
お
い
、
開
示
面
な
ど
に
お
い
て
金
商
法
と
コ
ー
ド
の
整
理
の
必
要
性
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
コ
ー
ド
の
実
質
化
を
支
え
る
べ
く
、
縦
割
り
行
政
の
も
と
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
詳
細
化
も
進
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
実
務
界
か
ら
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。
金
商
法
は
本
来
取
引
法
で
あ
り
、
情
報
開
示
を
テ
コ
に
コ
ー
ド
と
の
組
立
て
を

進
め
、
か
つ
強
制
力
の
な
い
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
重
層
化
に
よ
る
ス
キ
ー
ム
に
は
限
界
も
感
じ
ら
れ
よ
う
。

英
国
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
会
社
法
上
の
義
務
設
定
と
コ
ー
ド
の
組
合
せ
と
い
う
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
も
、
法
制

度
の
背
景
に
関
す
る
彼
我
の
相
違
は
あ
る
が
参
照
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
が
国
の
場
合
、
上
場
企
業
な
ど
に
対
し
て
は
メ
イ
ン
バ
ン

ク
に
よ
る
規
律
が
有
効
で
あ
っ
た
。
形
を
変
え
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
債
権
者
を
特
に
注
視
し
、
財
務
バ
ラ
ン
ス
あ
る
い
は
非

財
務
情
報
を
含
め
、
資
本
コ
ス
ト
重
視
の
経
営
に
繋
が
る
。

（
三
五
八
）
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シ
ッ
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改
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（
藤
川
）

二
一
七

５
．
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
上
場
子
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化

直
近
で
は
親
子
間
の
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
も
開
始
さ
れ
、
経
済
産
業
省
Ｃ
Ｇ
Ｓ
研
究
会
は
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
在
り
方
に
関
す
る
実
務
指
針
を
策
定
し
、
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
の
価
値
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
二
〇
一
九
年
六
月

頃
に
公
表
予
定
と
す
る
（（
座
長
・
神
田
秀
樹
教
授
（
68
））。

特
に
支
配
株
主
に
よ
る
完
全
子
会
社
化
の
局
面
で
の
利
益
相
反
は
最
も
深
刻
と
考
え

ら
れ
、
一
般
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
公
正
性
担
保
措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
指
針
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
要

点
と
し
て
、
上
場
子
会
社
に
お
い
て
は
支
配
株
主
か
ら
の
独
立
が
重
要
と
な
る
た
め
、
独
立
社
外
取
締
役
の
独
立
性
判
断
基
準
に
つ
い
て

は
少
な
く
と
も
支
配
株
主
出
身
者
（
一
〇
年
以
内
に
支
配
株
主
で
あ
る
親
会
社
に
所
属
し
て
い
た
者
）
は
選
任
し
な
い
こ
と
、
上
場
子
会
社
の

取
締
役
会
の
独
立
社
外
取
締
役
比
率
を
高
め
る
こ
と
（
三
分
の
一
以
上
ま
た
は
過
半
数
）
を
目
指
す
こ
と
、
利
益
相
反
取
引
が
発
生
す
る
具

体
的
な
局
面
に
お
い
て
は
独
立
社
外
取
締
役
ま
た
は
独
立
社
外
監
査
役
の
み
、
ま
た
は
過
半
数
を
占
め
る
委
員
会
に
お
い
て
少
数
株
主
の

利
益
保
護
の
観
点
か
ら
審
議
・
検
討
し
、
取
締
役
会
に
お
い
て
審
議
結
果
が
尊
重
さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

会
社
法
の
未
解
決
領
域
で
あ
り
、
親
会
社
取
締
役
の
子
会
社
に
対
す
る
責
任
な
ど
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
規
定
な
く
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
ど
こ
ま
で

強
制
力
あ
る
規
律
付
け
が
可
能
か
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
面
の
整
理
を
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
会
社
法
な
ど
と
一
体
化
し
た
対
応
が
重
要
に
な

り
、
経
済
産
業
省
と
法
務
省
が
連
名
で
発
し
た
二
〇
〇
五
年
五
月
二
七
日
企
業
買
収
防
衛
策
指
針
（
企
業
価
値
・
株
主
共
同
の
利
益
の
確
保

又
は
向
上
の
た
め
の
買
収
防
衛
策
に
関
す
る
指
針
（
69
））

な
ど
と
比
し
て
、
現
時
点
で
企
業
側
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
つ
い
て
実
務
先
行
に
よ
り
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
化
す
る
手
法
の
在
り
方
も
問
わ
れ
よ
う
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
含
め
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
ハ
ー
ド
ロ
ー
整

備
が
重
要
に
な
る
と
思
料
さ
れ
る
。

買
収
防
衛
策
指
針
で
は
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
事
件
（
70
）

で
ラ
イ
ツ
プ
ラ
ン
の
適
法
性
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
経
済
界
の
要
望
も
あ
っ
て
事

（
三
五
九
）
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実
上
、
司
法
判
断
基
準
と
な
り
得
る
内
容
を
提
示
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
法
務
上
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
止
ま
る
も
の
と
し
て
も
今
後
の
親

子
会
社
法
制
の
議
論
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
詳
細
な
内
容
だ
け
に
、
制
度
設
計
上
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
同
時
に
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
実
効
性
を
保
て
な
い
領
域
で
も
あ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

１
．
我
が
国
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略
の
根
幹
と
し
て
、
主
と
し
て
英
国
コ
ー
ド
の
制
度
設
計
に
依
拠
し
つ
つ
、
政
府
主
導
と

も
い
え
る
精
力
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
機
関
投
資
家
と
経
営
陣
の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
よ
る
協
働
化
が
特
徴
と
な
る
が
、
現
下
の
急
激
な
変
動
に
柔
軟
に
即
応
す
る
べ
く
コ
ー
ド
と
い
う
ソ
フ
ト
ロ
ー
中
心
に
改
革
を
進

め
ん
と
す
る
手
法
は
規
制
コ
ス
ト
節
減
の
面
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。

２
．
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
制
度
設
計
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
考
え
る
場
合
、
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
鍵
と

な
る
の
は
情
報
開
示
と
と
も
に
資
本
コ
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
、
資
本
コ
ス
ト
の
計
測
手
法
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
と
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
業
績
評
価
基
準
な

ど
に
お
い
て
、
経
済
界
の
実
務
と
は
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る
。
更
に
は
昨
今
の
新
し
い
動
き
と
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
と
い
っ
た
非
財
務
情
報
を
含
む
統
合
報
告
書
の
開
示
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
情
報
開
示
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
内
容
と

な
る
だ
け
に
、
海
外
投
資
家
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
企
業
に
お
い
て
は
整
合
性
の
あ
る
説
明
責
任
を

果
た
す
う
え
で
対
応
が
苦
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

３
．
社
外
取
締
役
に
お
い
て
も
、
従
前
は
株
主
の
利
益
代
表
と
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
陣
の
不
正
防
止
や
御
意
見
番
的
な
役
割
を
期
待

（
三
六
〇
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
一
九

さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
あ
る
い
は
業
績
悪
化
の
防
止
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
略
面
の
積
極
的
な
役
割
も
期
待
さ
れ
る
場
合
が

増
加
し
て
き
た
。
取
締
役
会
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
、
あ
る
い
は
戦
略
・
計
画
策
定
型
設
計
と
す
る
か
、
と
い
う
当
該
企
業
の
経
営
方
針
に

も
か
か
る
が
、
単
に
独
立
社
外
取
締
役
と
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
執
行
陣
か
ら
の
独
立
性
の
強
化
を
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
柱
と
し
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
ポ
リ
シ
ー
と
は
異
な
る
要
因
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

加
え
て
従
業
員
、
地
域
社
会
、
債
権
者
な
ど
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
見
据
え
た
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
、
持
続
的
成
長
を
柱

と
す
る
我
が
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
本
旨
か
ら
も
社
外
取
締
役
の
機
能
、
役
割
に
つ
い
て
は
制
度
設
計
上
、
一
層

の
検
討
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
社
外
取
締
役
と
い
っ
て
も
一
様
で
な
く
、
投
資
先
企
業
に
改
善
を
迫
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
か
ら
派
遣
さ
れ
た
社
外
取

締
役
の
場
合
、
従
来
の
社
外
取
締
役
の
概
念
と
も
異
な
り
、
派
遣
元
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
に
関
す
る
情
報
の
非
対
称
性
と
い

う
問
題
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
る
。
取
締
役
会
に
お
い
て
、
内
部
取
締
役
と
社
外
取
締
役
の
対
立
、
の
み
な
ら
ず
社
外
取
締
役
間
の
多
様

性
、
差
別
化
の
方
向
も
顕
れ
て
く
る
。

我
が
国
上
場
企
業
が
、
形
式
的
な
コ
ー
ド
規
範
の
遵
守
か
ら
踏
み
込
み
、
コ
ー
ド
の
実
質
化
あ
る
い
は
コ
ー
ド
の
義
務
化
へ
の
対
処
と

い
う
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
き
つ
つ
あ
る
中
、
い
か
に
し
て
当
該
企
業
の
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
取
締
役
会
が
纏
ま
っ
て
機
能
す
る
か
、

ま
た
そ
れ
を
如
何
に
し
て
誰
が
評
価
す
る
の
か
、
根
拠
付
け
と
し
て
会
社
法
な
ど
部
分
的
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
形
成
が
視
野
に
入
る
。
Ｅ
Ｕ
第

二
次
株
主
権
指
令
の
内
容
な
ど
も
参
考
と
さ
れ
る
。

二
〇
一
九
年
三
月
に
は
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
詳
細
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
政
府
主
導

で
次
々
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
形
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
会
社
法
の
未
解
決
領
域
で
あ
り
、
実
効
性
を
持
た
せ
る
う
え
で
一
定
の
ガ
イ
ド
ラ

（
三
六
一
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
二
〇

イ
ン
化
に
は
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る
が
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
今
後
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
織
り
込
ん
で
い
く
こ
と

は
コ
ー
ド
の
厖
大
化
に
も
繋
が
り
、
上
場
企
業
に
お
い
て
柔
軟
性
を
奪
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

彼
我
の
相
違
を
踏
ま
え
て
、
英
国
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
やG

reen�P
aper

か
ら
受
け
る
制
度
設
計
に
か
か
る
先
駆
的
な
示
唆
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
柔
軟
さ
を
維
持
し
つ
つ
実
質
化
を
進
め
る
重
要
な
鍵
と
な
ろ
う
。
現
状
の
制
度
構
成
の
ま
ま
、
コ
ー
ド

に
こ
れ
以
上
内
容
を
盛
り
込
み
続
け
る
こ
と
に
は
無
理
も
あ
ろ
う
か
。
我
が
国
の
法
体
系
全
体
に
お
い
て
、
コ
ー
ド
の
根
源
的
位
置
付
け

に
つ
き
改
め
て
整
理
が
必
要
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

［
本
稿
は
財
団
法
人
民
事
紛
争
処
理
研
究
基
金
の
助
成
金
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
］

（
1
）�

金
融
庁
「
変
革
期
に
お
け
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け
て
～
金
融
行
政
の
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
今
後
の
方
針
～
（
平
成
30
事
務
年
度
）」

（
二
〇
一
八
年
九
月
）
四
六
─
四
九
頁
。

（
2
）�

株
式
会
社
東
京
証
券
取
引
所｢

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
～
会
社
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
の
た
め
に

～｣

（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
）、
金
融
庁
「
投
資
家
と
企
業
の
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
公
表
）。

（
3
）�

経
済
産
業
省
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指
針
（
Ｃ
Ｇ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」（
二
〇
一
八
年
九
月
二
八
日
改

定
）
一
─
一
三
八
頁
。

（
4
）�

筆
者
の
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
全
国
大
会
研
究
報
告
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
と
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

に
み
る
新
た
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
─
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
取
締
役
会
、
任
意
の
独
立
委
員
会
、
資
本
コ
ス
ト
等
を
中
心
に
─
」
於
関
西
大
学
（
二
〇
一
八

年
九
月
二
九
日
）
を
基
に
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
図
っ
た
。

（
三
六
二
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
二
一

（
5
）�

有
吉
尚
哉
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
訂
」
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
Ｍ
＆
Ａ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
七
年
五
月
号
）
一
─

四
頁
。

（
6
）�
神
作
裕
之
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
コ
ー
ド
の
改
訂
に
つ
い
て
」
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
第
二
回
金
融
資
本
市
場
の
あ
り
方
に
関

す
る
産
官
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
一
日
）
一
─
二
五
頁
。
上
田
亮
子
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
訂
～
機
関

投
資
家
の
役
割
と
実
効
性
の
強
化
～
」
月
刊
資
本
市
場
№
三
八
二
（
二
〇
一
七
年
六
月
）
二
六
─
三
四
頁
。

（
7
）�

大
崎
貞
則
・
小
野
傑
・
湯
山
智
教
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
と
責
任
あ
る
機
関
投
資
家
像
を
考
え
る
─
第
２
回
「
金
融
資
本
市

場
の
あ
り
方
に
関
す
る
産
官
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
け
る
議
論
を
通
じ
て
─
」
金
融
財
政
事
情
（
二
〇
一
八
年
三
月
一
九
日
）
三
六
─
四
一
頁
、
神

作
裕
之
発
言
四
一
頁
。

（
8
）�

有
吉
尚
哉
・
五
十
嵐
チ
カ
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
と
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
～
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
結
果
を

踏
ま
え
て
」�

西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
金
融
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
二
〇
一
八
年
七
月
号
一
─
一
一
頁
参
照
。
田
原
泰
雅
（
金
融
庁
総
務
企
画
局
企
業
開

示
課
長
）・
渡
邉
浩
司
（
前
東
京
証
券
取
引
所
上
場
部
企
画
グ
ル
ー
プ
統
括
課
長
）・
染
谷
浩
史
（
金
融
庁
総
務
企
画
局
企
業
開
示
課
企
業
開
示
調
整

官
）・
安
井
桂
大
（
前
金
融
庁
総
務
企
画
局
企
業
開
示
課
専
門
官
）「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
と
「
投
資
家
と
企
業
の
対
話
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
解
説
」
商
事
法
務
№
二
一
七
一
（
二
〇
一
八
年
七
月
五
日
）
四
─
二
〇
頁
、
中
村
慎
二
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

の
改
定
と
資
本
コ
ス
ト
」
商
事
法
務
№
二
一
七
四
（
二
〇
一
八
年
八
月
五
日
）
四
一
─
五
一
頁
。

（
9
）�

神
作
裕
之
「
金
商
法
の
観
点
か
ら
見
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
日
本
証
券
経
済
研
究
所
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
研
究
記
録

第
五
五
号
（
二
〇
一
六
年
五
月
二
六
日
）
一
─
一
二
九
頁
。

（
10
）�

拙
稿
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
初
め
て
の
改
訂
─
コ
ー
ド
と
会
社
法
が
混
在
す
る
中
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
実
効

性
確
保
が
課
題
」R

egulationsV
ol.14

（
二
〇
一
八
年
九
月
）
一
八
─
一
九
頁
。

（
11
）�

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
・
パ
ブ
コ
メ
回
答
三
五
番
。

（
12
）�

拙
稿
「
英
国
金
融
法
制
とS

enior�M
anagem

ent�R
egim

e

─
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
交
錯
、
裁
判
例
を
通
じ
た
ソ
フ
ト

ロ
ー
の
変
容
、
上
級
管
」
理
者
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
お
よ
び
域
外
適
用
─
」
日
本
法
学
第
八
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
〇
日
）
一
─

（
三
六
三
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
二
二

六
一
頁
。

（
13
）�

英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
い
て
取
締
役
会
は
、
業
務
執
行
取
締
役
と
非
業
務
執
行
取
締
役
に
二
分
さ
れ
、
理
論
上
は
非

業
務
執
行
取
締
役
の
中
に
独
立
社
外
取
締
役
と
内
部
出
身
の
非
業
務
執
行
取
締
役
の
二
つ
が
あ
り
得
る
。
例
と
し
て
コ
ー
ド
各
則
９
の
記
載
で
は
、

独
立
性
を
有
す
る
と
考
え
る
非
業
務
執
行
取
締
役
に
つ
い
て
、
と
書
か
れ
て
お
り
、
非
業
務
執
行
取
締
役
は
全
員
が
独
立
性
を
有
す
る
か
は
文
言
か

ら
は
必
ず
し
も
一
義
で
は
な
い
。
Ｃ
Ｆ
Ｏ
（C

hief�F
inancial�O

ffi
cer

）
な
ど
内
部
の
非
業
務
執
行
取
締
役
も
執
行
陣
か
ら
は
社
内
で
業
務
と
は

一
線
を
画
し
独
立
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
独
立
性
と
し
て
我
が
国
の
よ
う
に
社
外
独
立
性
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
よ
う
に
内
部
者

で
社
外
性
の
な
い
非
業
務
執
行
取
締
役
の
存
在
は
肯
定
し
う
る
。
業
務
執
行
取
締
役
と
非
業
務
執
行
取
締
役
（
社
外
者
と
内
部
者
を
含
む
）
の
協
働

に
よ
る
取
締
役
会
運
営
あ
る
い
は
業
務
監
査
等
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
、
我
が
国
で
二
〇
一
五
年
改
正
会
社
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
監
査
等

委
員
会
設
置
会
社
を
み
る
と
、
監
査
等
委
員
会
の
構
成
と
し
て
外
部
出
身
の
監
査
等
委
員
、
内
部
者
の
監
査
等
委
員
の
協
働
に
よ
っ
て
十
分
内
部
情

報
に
知
悉
し
た
監
査
あ
る
い
は
監
督
が
行
い
得
る
点
、
同
趣
旨
に
も
解
し
う
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
は
英
国
で
非
業
務
執
行
取
締
役
と
い
っ
た
場

合
は
殆
ど
の
場
合
社
外
取
締
役
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
我
が
国
コ
ー
ド
同
様
に
、
独
立
社
外
取
締
役
と
い
う
文
言
を
使
用

し
て
お
き
た
い
。

（
14
）�

大
杉
謙
一
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
実
務
上
の
課
題
～
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
の
視
点
も
含
め
て
～
」（
コ
メ
ン
ト
：
双
日
株
式
会
社
法

務
部
長
守
田
達
也
）
国
際
取
引
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
（
二
〇
一
八
年
七
月
二
八
日
）。

（
15
）�

米
国
で
は
独
立
社
外
取
締
役
が
代
表
訴
訟
の
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
（bulletproof

）
の
機
能
を
果
た
し
、
形
式
面
の
免
責
要
因
と
な
っ
て
き
た
背
景

が
あ
る
。

（
16
）�

神
田
秀
樹
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
」
資
料
版
商
事
法
務
№
四
一
二
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
九
─
一
一
頁
。

（
17
）�Im
plem

enting�enterprise�risk�m
anagem

ent�:�from
�m
ethods�to�applications,�Jam

es�L
am
,�author.2017�H

oboken,�N
ew
�Jersey�:�

John�W
iley�&

�S
ons,pp1-405.�

（
18
）�

油
布
志
行
・
渡
邉
浩
司
・
髙
田
洋
輔
・
浜
田
宰
「『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
原
案
』
の
解
説
［
Ⅳ
・
完
］」
商
事
法
務
№

二
〇
六
五
（
二
〇
一
五
年
四
月
一
五
日
）
四
九
頁
。

（
三
六
四
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
二
三

（
19
）�

横
山
淳
「
改
訂
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
～
３
つ
の
論
点
と
そ
の
対
応
～
」
大
和
総
研
調
査
季
報
Vol.
二
八
（
二
〇
一
七
年
秋
季

号
）
六
六
─
九
七
頁
。

（
20
）�
経
済
産
業
省
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指
針
（
Ｃ
Ｇ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」（
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
）

一
─
八
五
頁
。

（
21
）�

経
済
産
業
省
・
前
掲
注（
３
）改
定
版
Ｃ
Ｇ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
八
三
頁
。

（
22
）�

太
子
堂
厚
子
・
吉
田
瑞
穂
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
５
０
０
構
成
銘
柄
企
業
に
み
る
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
指
名
・
報
酬
の
規
律
─
指
名
・
報
酬
に

関
す
る
意
見
陳
述
権
の
行
使
状
況
を
中
心
に
─
」
商
事
法
務
№
二
一
八
六
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
五
日
）
一
四
─
二
四
頁
。

（
23
）�

高
い
職
業
意
識
の
下
、
指
名
・
報
酬
の
決
定
内
容
の
妥
当
性
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
形
成
を
行
っ
て
い
る
監
査
等
委
員
会
の
活
動
を
否
定
的

に
と
ら
え
る
も
の
で
は
な
い
。
意
見
形
成
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
太
子
堂
厚
子
・
吉
田
瑞
穂
・
前
掲
注（
22
）二
〇
─

二
二
頁
。

（
24
）�

江
頭
健
治
朗
「
会
社
法
改
正
に
よ
っ
て
日
本
の
会
社
は
変
わ
ら
な
い
」
法
律
時
報
八
六
巻
一
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
六
四
頁
（
注
二
七
）。

（
25
）�

太
子
堂
厚
子
・
吉
田
瑞
穂
・
前
掲
注（
22
）二
二
頁
。

（
26
）�

株
式
会
社
ア
イ･

ア
ー
ル�

ジ
ャ
パ
ン
「C

om
pany�S

ecretary

（
カ
ン
パ
ニ
ー
・
セ
ク
レ
タ
リ
ー
）
概
要
」
経
済
産
業
省
Ｃ
Ｇ
Ｓ
研
究
会
資
料

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
）
一
─
四
頁
。

（
27
）�

経
済
産
業
省
・
前
掲
注（
３
）改
定
版
Ｃ
Ｇ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
一
九
頁
。

（
28
）�

公
益
社
団
法
人
関
西
経
済
連
合
会
「
実
効
性
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
改
革
に
関
す
る
意
見
」（
二
〇
一
八
年
四
月
一
七
日
）
一

─
五
頁
参
照
。

（
29
）�Jam
ie�A

llen,�S
ecretary�G

eneral,�A
C
G
A
,�C
G
�W
atch2018

─H
ard�D

ecisions,�A
C
G
A
`S
�P
R
E
S
E
N
T
A
T
IO
N
,�D
ecem

ber�5,�

2018,pp1-34.�

https://w
w
w
.acga-asia.org/cgw

atch-detail.php.�

富
永
誠
一
「
直
近
四
半
期
（
２
０
１
８
／
11
月
～
２
０
１
９
／
１
月
）
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
動
向
」『
第
23
回
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
連
絡
会
』
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
報
告

（
三
六
五
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
二
四

（
二
〇
一
九
年
一
月
三
〇
日
）
一
─
五
頁
。

（
30
）�

須
磨
美
月
「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
改
訂
の
概
要
─
日
本
企
業
は
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
か

ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
─
」
資
料
版
商
事
法
務
四
一
四
号
（
二
〇
一
八
年
九
月
）
二
四
─
五
三
頁
。F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�T
he�U

K
�

C
orporate�G

overnance�C
ode,�July�2018.

（
31
）�C

O
R
P
O
R
A
T
E
�G
O
V
E
R
N
A
N
C
E
�R
E
F
O
R
M

（2017

）�. “T
he�G

overnm
ent�response�to�the�green�paper�consultation ”p26-27.

（
32
）�

中
村
信
男
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
会
社
法
改
正
構
想
─�

２
０
１
６
年
緑
書
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
」
に
示
さ
れ
た
会
社
法

改
正
構
想
の
概
観
と
示
唆�

─
」
比
較
法
学
五
一
巻
二
号
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
七
五
─
一
一
一
頁
参
照
。

（
33
）�

オ
リ
ン
パ
ス
「
企
業
変
革
プ
ラ
ン
「T

ransform
�O
lym
pus

」
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
九
年
一
月
一
一
日
）。https://w

w
w
.olym

pus.co.jp/

new
s/2019/contents/nr01098/nr01098_00000.pdf.

（
34
）�

山
田
剛
志
「
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
隆
盛
と
株
主
の
権
利
」
東
京
大
学
比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
実
務
と
最
新
諸
論
点
─
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
て
─
』（
二
〇
一
九
年
二
月
二
七
日
）
一
─
三
七
頁
参
照
。
米
国
プ
ロ
ク
タ
ー
・

ア
ン
ド
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（
Ｐ
＆
Ｇ
）
の
取
締
役
の
地
位
を
巡
り
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
ト
ラ
イ
ア
ン
・
フ
ァ
ン
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
委
任
状
争
奪

戦
を
仕
掛
け
、
フ
ァ
ン
ド
側
の
役
員
の
選
任
を
求
め
た
事
例
（P

&
G
�vs�T

rian�F
und�M

anagem
ent�

（
Ｔ
Ｆ
Ｍ
））
に
つ
き
同
二
二
─
三
〇
頁
。
山

田
剛
志
・
井
上
健
「
わ
が
国
に
お
け
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
対
す
る
法
的
対
応
と
課
題
（
１
）─（
９
）」
商
事
法
務
ポ
ー
タ
ル

（
二
〇
一
八
年
五
月
八
日
）。

（
35
）�

米
国
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
近
時
の
裁
判
例
で
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
の
買
増
し
に
対
す
る
買
収
防
衛
策
に
つ
い
て
、
株
主
総
会
の
議
決

権
行
使
に
よ
る
判
断
の
前
に
株
式
売
買
を
通
じ
た
支
配
権
取
得
に
よ
り
決
着
が
つ
く
こ
と
を
上
場
企
業
側
が
一
時
停
止
さ
せ
る
行
為
（
当
該
時
点
の

株
主
構
成
で
株
主
総
会
で
の
決
選
投
票
を
行
う
た
め
に
必
要
な
行
為
）
を
広
く
許
容
す
る
法
解
釈
を
展
開
し
、
ウ
ル
フ
パ
ッ
ク
戦
術
に
言
及
し
つ
つ
、

対
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
と
の
関
係
で
議
決
権
の
一
〇
％
と
い
う
従
前
の
実
務
よ
り
も
低
水
準
の
発
動
基
準
を
持
つ
買
収
防
衛
策
を
肯
定
し

た
。T

hird�P
oint�L

L
C
�v.�W

R
�C
A
�N
o.�9469-V

C
P
�

（D
el.�C

h.�M
ay�2,�2014

）.�

石
﨑
泰
哲
「
近
時
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
の
動
き

と
日
本
の
上
場
会
社
に
求
め
ら
れ
る
対
応
」
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所M

&
A

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
一
月
号
）
五
─
九
頁
。
フ
リ
ー
ラ

（
三
六
六
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
二
五

イ
ダ
ー
の
ケ
ー
ス
も
多
い
。
岩
谷
賢
伸
「
米
国
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
の
実
態
と
資
本
市
場
に
お
け
る
役
割
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ

リ
ー
（
二
〇
〇
七
年
秋
号
）
二
〇
〇
─
二
一
七
頁
。

（
36
）�
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
で
は
短
期
的
指
向
が
強
く
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
投
資
を
行
うS

ilent�M
ajority

株
主
を
支
配
し
、
多
数

派
も
阻
害
さ
れ
る
。
水
平
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
コ
ス
ト
（horizontal�agency�cost

）
で
あ
り
、
垂
直
的
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
コ
ス
ト
（vertical�

agency�cost
）
で
は
な
い
。
山
田
剛
志
・
前
掲
注（
34
）二
八
頁
。

（
37
）�John�C

.�C
offee,�T

he�A
gency�C

osts�of�A
ctivism

:�Inform
ation�L

eakage,�T
hw
arted�M

ajorities,�and�the�P
ublic�M

orality,�

E
uropean�C

orporate�G
overnance�Institute�

（E
C
G
I

）�-�L
aw
�W
orking�P

aper�N
o.�373/2017.

John�C
.�C
offee,�Jr.�&

�D
arius�P

alia,�T
he�W

olf�at�the�D
oor:�T

he�Im
pact�of�H

edge�F
und�A

ctivism
�on�C

orporate�G
overnance,�

C
olum

bia�L
aw
�and�E

conom
ics�W

orking�P
aper�N

o.�521.�

（
38
）�

金
融
庁
「
金
融
商
品
取
引
法
第
27
条
の
36
の
規
定
に
関
す
る
留
意
事
項
（
フ
ェ
ア
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」。

（
39
）�

フ
ェ
ア
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
も
現
時
点
で
は
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
い
い
難
い
。
山
田
剛
志
・
前
掲
注（
34
）三
一
─
三
五
頁
。

（
40
）�

投
資
家
・
株
主
と
は
異
な
り
、
債
権
者
平
等
原
則
は
主
に
当
該
企
業
の
採
算
悪
化
時
な
ど
を
想
定
し
、
平
時
か
ら
の
法
制
整
備
は
馴
染
み
に
く

い
面
も
あ
る
。
平
時
に
は
債
権
者
が
株
主
を
兼
任
す
る
こ
と
は
別
と
し
て
、
特
に
早
期
の
資
金
回
収
を
図
る
必
要
性
も
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と

も
長
期
資
金
供
給
を
行
う
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
の
効
果
、
有
用
性
と
し
て
は
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
生
じ
よ
う
（
私
見
）。

（
41
）�

「
ス
ル
ガ
銀
行�

第
三
者
委
員
会
調
査
報
告
書
（
公
表
版
）」（
二
〇
一
八
年
九
月
七
日
）
一
─
三
二
一
頁
。

（
42
）�

矢
吹
公
敏
「
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
『
弁
護
士
と
の
通
信
秘
密
保
護
制
度
（
い
わ
ゆ
る
弁
護
士
依
頼
者
秘
匿
特
権
）』
の
重
要
性
」
東
京
大
学
比

較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
前
掲
注（
34
）一
─
九
頁
参
照
。

（
43
）�

日
本
弁
護
士
連
合
会
「
企
業
等
不
祥
事
に
お
け
る
第
三
者
委
員
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
改
訂
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
七
日
）
一
─
六
頁
。

（
44
）�

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所
「
当
社
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
不
適
切
行
為
に
関
す
る
報
告
書
」（
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
一
─
八
一
頁
。

http://w
w
w
.kobelco.co.jp/releases/files/20180306_report.pdf.

（
45
）�

Ｄ
評
価
三
名
、
Ｆ
評
価
六
名
。
第
三
者
委
員
会
報
告
書
格
付
け
委
員
会
（
評
価
日
二
〇
一
八
年
三
月
三
〇
日
）
一
─
三
三
頁
。（

三
六
七
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
二
六

http://w
w
w
.rating-tpcr.net/w

p-content/uploads/fccfdeac65688725d484784e82ca152d17.pdf.�
（
46
）�

第
三
者
委
員
会
報
告
書
に
弁
護
士
依
頼
者
秘
匿
特
権
が
及
ば
な
い
と
す
れ
ば
、
開
示
に
よ
る
同
特
権
の
放
棄
、
そ
し
て
莫
大
な
民
事
責
任
や
刑

事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
か
え
っ
て
、
第
三
者
委
員
会
の
調
査
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
他
方
で
、
事
実
調
査
や
法

律
分
析
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
を
第
三
者
委
員
会
の
委
員
と
し
て
任
命
し
な
い
こ
と
も
、
実
態
解
明
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
矢
吹
公

敏
・
前
掲
注（
42
）八
─
九
頁
。

（
47
）�

神
作
裕
之
「
企
業
の
持
続
的
成
長
と
会
社
法
・
金
商
法
上
の
い
く
つ
か
の
論
点
」
東
京
大
学
比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
前
掲
注（
34
）一
─

五
〇
頁
参
照
。

（
48
）�D

irective�

（E
U

）�2017/828�of�the�E
uropean�P

arliam
ent�and�of�the�C

ouncil�of�17�M
ay�2017�am

ending�D
irective�2007/36/E

C
�

as�regards�the�encouragem
ent�of�long-term

�shareholder�engagem
ent.�

（
49
）�

神
作
裕
之
・
前
掲
注（
47
）四
九
─
五
〇
頁
。

（
50
）�

金
融
庁
企
画
市
場
局
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
更
な
る
推
進
に
向
け
た
検
討
課
題
」
金
融
庁
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」（
第
一
八
回
）
資
料
（
二
〇
一
九
年
三
月
五
日
）
一
─
二
四
頁
参
照
。

（
51
）C

onsultation�on�P
roposed�R

evisions�to�the�U
K
�S
tew
ardship�C

ode,�F
inancial�R

eporting�C
ouncil,�Jan�2019,pp1-27.

https://w
w
w
.frc.org.uk/getattachm

ent/8caa0e9c-58bb-41b2-923e-296223755174/C
onsultation-on-P

roposed-R
evisions-to-the-

U
K
-S
tew
ardship-C

ode-Jan-2019.pdf.�

金
融
庁
企
画
市
場
局
・
前
掲
注（
50
）五
頁
参
照
。

（
52
）�

Ｅ
Ｕ
株
主
権
利
指
令
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
必
要
か
らA

pply�and�E
xplain

を
導
入
し
た
が
、
英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
投
資
家
に
原
則
の

遵
守
を
要
求
し
、
他
の
良
い
代
替
案
が
あ
れ
ば
説
明
を
求
め
る
と
い
う
趣
旨
で
、C

om
ply�or�E

xplain

の
途
も
残
さ
れ
て
い
る
。
活
動
と
結
果
に

関
す
る
年
間
報
告
（A

nnual�activity�and�O
utcom

e�R
eport

）
の
提
出
・
開
示
は
重
要
で
あ
り
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
てL

iability

に

応
じ
た
戦
略
を
示
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
投
資
家
と
経
営
陣
の
対
話
が
上
手
く
い
か
な
い
と
き
に
（E

scalation

）、
ま
ず
投
資
家
が
他
社

と
のC

ollaboration

を
図
る
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
に
な
る
が
、
我
が
国
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
は
欠
落
し
て
い
る
。
金
融
庁
・
前
掲
注（
50
）フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会

議
（
第
一
八
回
）
に
お
け
るK

errie�W
aring

委
員
（C

hie�E
xecutive�O

ffi
cer,�IC

G
N

）
発
言
。
Ｉ
Ｃ
Ｇ
Ｎ
（International�C

orporate�

（
三
六
八
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
二
七

G
overnance�N

etw
ork

）
は
二
〇
一
六
年
六
月
年
次
総
会
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
原
則
を
採
択
し
て
い
る
。

（
53
）�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
は
二
〇
一
九
年
三
月
二
九
日
ま
で
。「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
定
案
」
商
事
法
務
№

二
一
九
一
（
二
〇
一
九
年
二
月
二
五
日
）
五
五
頁
参
照
。

（
54
）�
受
託
者
責
任
の
限
界
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
よ
る
広
範
囲
の
関
係
性
の
網
羅
等
に
つ
い
て
、
上
田
亮
子
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ー
ド
に
つ
い
て
」
金
融
庁
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」
資
料
（
二
〇
一
三
年
九
月
一
八
日
）
一
─

三
三
頁
。

（
55
）�

金
融
庁
・
前
掲
注（
50
）フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
（
第
一
八
回
）「
参
考
資
料
」
六
頁
。

（
56
）�S

S
C

は
機
関
投
資
家
と
最
終
投
資
家
のA

gency

問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
な
く
、
最
終
投
資
家
と
の
利
益
相
反
問
題
が
残
さ
れ
る
。
金
融

庁
・
前
掲
注（
50
）フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
（
第
一
八
回
）
に
お
け
る
神
作
裕
之
委
員
発
言
。

（
57
）�

神
作
裕
之
「
金
商
法
の
観
点
か
ら
見
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
日
本
証
券
経
済
研
究
所
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
研
究
記
録

第
五
五�

号
（
二
〇
一
六
年
三
月
二
二
日
）
一
─
一
二
九
頁
。

（
58
）�

武
井
一
浩
「
課
題
総
括
」
東
京
大
学
比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
前
掲
注（
34
）コ
メ
ン
ト
参
照
。
二
〇
一
八
年
六
月
改
定
の
わ
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に

お
い
て
資
本
コ
ス
ト
が
強
調
さ
れ
、
ま
た
政
府
の
「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
８
」
に
お
い
て
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｅ
で
な
く
、
Ｒ
Ｏ
Ａ

に
お
け
る
目
標
値
が
示
さ
れ
、
関
経
連
に
お
い
て
も
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
重
視
の
姿
勢
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
株
主
・
機
関
投
資
家
の
み
で
な
く
、E

quity

（
資

本
）
とD

ebt

（
負
債
）
の
最
適
資
本
構
成
に
よ
る
資
本
コ
ス
ト
改
善
に
向
け
た
施
策
、
経
営
者
に
よ
る
能
力
発
揮
の
方
向
性
が
示
さ
れ
つ
つ
あ
る

も
の
と
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

（
59
）�

拙
稿
「
銀
行
取
締
役
の
追
加
融
資
責
任
に
関
す
る
考
察
─
東
和
銀
行
損
害
賠
償
請
求
等
訴
訟
事
件
と
関
連
事
案
の
検
討
な
ら
び
に
米
国
の
比
較

法
的
研
究
を
通
じ
て
─
」
法
学
紀
要
第
五
四
巻
（
二
〇
一
三
年
三
月
一
日
）
五
五
─
一
六
一
頁
。

（
60
）�

中
村
信
男
・
前
掲
注（
32
）八
〇
頁
。
山
口
幸
代
「
英
国
会
社
法
上
の
社
会
的
配
慮
に
関
す
る
企
業
責
任
の
取
扱
い
」
熊
本
法
学
一
一
三
号

（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
七
頁
、
川
島
い
づ
み
「〈
新
版
〉
英
法
系
諸
国
の
会
社
法
〔
35
〕」
国
際
商
事
法
務
四
五
巻
七
号
（
二
〇
一
七
年
七
月
）

九
五
九
─
九
六
二
頁
。B

renda�H
annigan,�C

om
pany�L

aw
,�4th�ed.,�O

xford�U
niversity�P

ress,�2016,�paras.�10.22�-10.27.�

（
三
六
九
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
二
八

（
61
）�

「
ス
ル
ガ
銀
行�

第
三
者
委
員
会
調
査
報
告
書
」・
前
掲
注（
41
）二
四
三
─
二
七
三
頁
。

（
62
）�

メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
は
従
前
か
ら
定
量
・
数
理
解
析
等
の
多
く
の
実
証
分
析
が

試
み
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
堀
内
昭
義
・
花
崎
正
晴
「
日
本
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
─
所
有
構
造
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
、
市
場
競
争
─
」
日

本
政
策
投
資
銀
行
設
備
投
資
研
究
所
・
経
済
経
営
研
究
第
二
四
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
四
年
一
月
）
一
─
九
五
頁
。
植
田
和
男
・
福
田
慎
一
・
大
石
英

生
・
中
村
純
一
「
日
本
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
：
産
業
の
新
陳
代
謝
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
に
向
け
た
課
題
と
展
望
─
２
０
１
６

年
東
大
・
設
研
共
同
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
抄
録
─
」
経
済
経
営
研
究
第
三
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
一
─
八
三
頁
。

（
63
）�

固
定
資
産
投
資
が
自
己
資
本
の
枠
内
を
超
え
る
も
の
の
、
長
期
的
資
本
（
自
己
資
本
と
固
定
負
債
）
の
枠
内
に
収
ま
り
、
長
期
安
定
的
な
調
達

が
で
き
て
い
る
か
を
示
す
指
標
で
、
固
定
比
率
と
合
わ
せ
て
分
析
に
用
い
る
。
銀
行
審
査
な
ど
で
は
、
当
該
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
稼
働
後
の
将
来
の

予
想
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
算
定
に
も
用
い
る
。

（
64
）�

資
金
あ
る
い
は
投
資
に
か
か
る
平
均
回
収
期
間
。

（
65
）�F

inancial�R
eporting�C

ouncil,�A
�U
K
�C
orporate�G

overnance�C
ode�that�is�fit�for�the�future,�16�July�2018,�1-15pp.

「
英
国
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
の
概
要
　
２
０
１
８
年
６
月
に
改
訂
さ
れ
た
日
本
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
の
比
較
」

B
U
S
IN
E
S
S
�L
A
W
Y
E
R
S
�

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
法
人
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
会
社
法
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
二
日
）

参
照
。
須
磨
美
月
・
前
掲
注（
30
）四
六
─
四
七
頁
、
上
田
亮
子
「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
と
日
本
へ
の
示
唆
」
月
刊
資
本

市
場
№
三
九
五
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
二
四
─
三
四
頁
、
三
井
千
絵
「
英
国
事
例
に
学
ぶ
ガ
バ
ナ
ン
ス
対
話
の
充
実
に
向
け
た
企
業
開
示
整
備
」
金

融
Ｉ
Ｔ
フ
ォ
ー
カ
ス
二
〇
一
六
年
六
月
号
一
四
─
一
五
頁
。

（
66
）�

国
際
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
（T

he�International�Integrated�R
eporting�C

ouncil

国
際
統
合
報
告
評
議
会
）
が
財
務
情
報
と
非
財

務
情
報
を
統
合
的
に
公
開
す
る
国
際
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
国
際
統
合
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
クT

he�International�<IR
>�F
ram
ew
ork

」
を
公
表
し

た
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）。

http://integratedreporting.org/w
p-content/uploads/2015/03/International_IR

_F
ram
ew
ork_JP

.pdf

（
67
）�

拙
稿
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
─

（
三
七
〇
）



ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
定
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
藤
川
）

二
二
九

Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
投
資
と
統
合
報
告
、
海
外
機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使
、
二
〇
一
五
年
英
国
現
在
奴
隷
法
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
域
外
適

用
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
交
錯
な
ど
─
」
政
経
研
究
第
五
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
一
日
）
三
二
七
─
四
〇
四
頁
。

（
68
）�
法
的
対
応
の
重
要
性
は
当
然
と
し
て
、
時
間
が
か
か
る
た
め
、
先
ず
は
実
務
的
対
応
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
さ
ん
と
す
る
も
の
と
述
べ
ら
れ
る
。

経
済
産
業
省
「「
グ
ル
ー
プ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指
針
（
仮
）」
の
骨
子
案
に
つ
い
て
」
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｇ
Ｓ
）
研
究
会
（
二
〇
一
九
年
二
月
一
三
日
）
一
─
二
四
頁
。
政
府
は
二
〇
一
九
年
三
月
七
日
未
来
投
資
会
議
で
新
た
な
指
針
と
し
て

定
め
る
方
針
を
決
め
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
八
日
読
売
新
聞
。

（
69
）�

経
済
産
業
省
・
法
務
省
「
企
業
価
値
・
株
主
共
同
の
利
益
の
確
保
又
は
向
上
の
た
め
の
買
収
防
衛
策
に
関
す
る
指
針
」（
二
〇
〇
五
年
五
月

二
七
日
）
一
─
一
七
頁
。
経
済
産
業
省
企
業
価
値
研
究
会
報
告
書
「
企
業
価
値
報
告
書
～
公
正
な
企
業
社
会
の
ル
ー
ル
形
成
に
向
け
た
提
案
～
」

（
二
〇
〇
五
年
五
月
二
七
日
）
一
─
一
二
七
頁
、
同
「
近
時
の
諸
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
買
収
防
衛
策
の
在
り
方
」（
二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日
）

一
─
一
七
頁
。

（
70
）�

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
に
よ
る
新
株
予
約
権
発
行
の
差
止
請
求
事
件
（
東
京
高
決
平
成
一
七
年
三
月
二
三�

日
判
例
時
報
一
八
九
九�

号
五
六�

頁
、
東
京

地
決
平
成�

一
七
年
三
月
一
一
日
商
事
法
務
一
七
二
六
号
四
七
頁
（
原
審
仮
処
分
決
定
））。
田
中
亘
「
買
収
防
衛
策
の
限
界
を
巡
っ
て
─
ニ
ッ
ポ
ン

放
送
事
件
の
法
的
検
討
─
」IM
E
S
�D
iscussion�P

aper�S
eries�2007-J-27

（
二
〇
〇
七�

年
一
〇�

月
）
一
─
七
五
頁
。

（
三
七
一
）






